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韮崎市穴山町は、史跡新府城跡の防塁として名を残す能見城跡のある、歴史的なま

ちであります。町内ではすでにいくつもの遺跡が確認され、新府城・能見城が造築さ

れた中世の時期だけでなく、古くは縄文時代からこの地に人々が生活していたことが

わかつております。

今回、県道17号線バイパス建設事業にともない、穴山町次第窪周辺の遺跡について

次第窪遺跡として発掘調査を行ない、記録保存することとなりました。調査では、中

世の遺物や平安時代の住居跡を確認することができました。また県内でも珍しい縄文

時代早期の上器が出土するなど、大きな成果をあげております。こうした歴史的意義

のある次第窪遺跡は、地元の歴史を語り継ぐうえで大きな財産になるものです。この

調査報告の成果が、今後ながく語り継がれ、韮崎の歴史を学びつたえる一助となれば

幸いです。

最後になりましたが、今回の調査ならびに報告書作成にあたり、関係機関・関係諸

氏より多大なるご理解。ご尽力を賜りましたことにつきまして、深く感謝をいたすと

ともに、厚く御礼申し上げます。

平成15年 3月 28日

韮崎市教育委員会

教育長 輿  石 薫



例   言

1.本書は、山梨県韮崎市穴山町字次第窪地内に所在する次第窪遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、県道17号線バイパス建設事業に先立ち、韮崎市教育委員会が平成13年度に発掘調査、

平成14年度に報告書作成を行なった。

3.本書の執筆は、第4章をパリノ・サーヴェイ株式会社、それ以外は秋山圭子が担当し、編集は秋山

がおこなった。

4.本調査および報告書作成にあたり、地元の皆様をはじめ、多くの方々や関係機関に御教示 と御理

解・御尽力をいただきました。記 して深く感謝いたします。

5。 本報告書にかかわる出土品および記録図面 。写真等は、韮崎市教育委員会に保管してある。

6。 調査組織

調査主体 : 韮崎市教育委員会

発掘調査・整理担当 : 秋山 圭子

発掘調査参加者 : 秋山花子、阿部純一、石原ひろみ、上野慎司、上野理江、小沢千尋、小沢雄

介、河西裕耶、輿石久美、島津かお り、鈴木裕太郎、中込幸子、橋本大介、比奈田可つゑ、

藤原和美、細川二三子、宮沢俊彦

整理作業参加者 : 阿部純一、阿部由美子、石原ひろみ、上野慎司、上野理江、内山こずえ、小

沢千尋、小沢雄介、小野初美、木内純子、輿石久美、島津かお り、鈴木裕太郎、中込幸子、

橋本大介

事務局 (韮崎市教育委員会教育課生涯学習推進室学術文化財係):教育長 輿石 薫、 課 長

真壁静夫 (前任)。 新藤 稔 (平成14年度 )、  室 長 長野栄太、 リーダー 山下孝司、

閏間俊明、秋山圭子

例

1,本書の挿図縮尺は、各図ごとに示した。

2.断面図中の水糸高は海抜高 (m)で示した。

3.遺物観察表のうち各項目の表示単位は、長さ 。幅・厚さがmm、 重量がgと した。
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第 1章  調査の経緯と方法

主要地方道韮崎須玉小淵沢線 (県道穴山バイパス)

建設事業にともない、峡北地域振興局より依頼を受

けた韮崎市教育委員会が、事業対象地区の試掘調査

を実施 した。その結果、対象地区内に遺跡があるこ

とがわかつた。このため峡北地域振興局 と韮崎市教

育委員会が協議をおこない、遺跡の様子を記録 とし

てなが く後世に残すため、同地区を次第窪遺跡 とし

事前に発掘調査することとなった。対象面積は約

2000評である。

発掘調査は平成13年 7月 23日 か ら同年11月 28日 ま

で実施 した。調査の利便化を図るため、調査区内に

4m区画のグリッ ドを設定 した。また全体を便宜的

に 3区 に分け、北寄 りを 1区・中央を 2区 ・南寄 り

を 3区 とした。調査の効率上、 1区か ら2区途中ま

でを前半期の調査、それ以南を後半期の調査 とし、

表土剥ぎを 2回 に分けて行なった。遺構のほとんど

は 2区 に集中している。なお、報告書作成業務は平

成14年度に実施 した。

第 2章 遺跡周辺の環境

1節 地理的環境

韮崎市は山梨県の北西部に位置 し、北に入 ヶ岳、

西に南アルプス、東に茅 ヶ岳、遠 く南東に富士山を

望む。 市内を南北に貫流する釜無川は南アルプスに

源を発 し、秩父山地か ら流れ出る塩川 とともに、市

内の地形を分かつ変化点 となっている。市内は、釜

無川右岸の河岸段丘地域、八 ヶ岳岩犀流が釜無川・

塩川に開析 されてできた七里岩台地上地域、塩川右

岸の河岸段丘地域 (通称藤井平)、 茅ヶ岳西南麓の穂

坂丘陵地域の4地域に区分される。その うち、次第窪

遺跡は七里岩台地上に立地する。

七里岩は市内を南北に走る台地で、長野県富士見

町蔦木から韮崎市の南束端まで約30kmに およぶ。西

を釜無川、東を塩川に開析され、川 との比高は約50

～80m、 急崖が屹立する。台地の幅は南下するほど

に狭 くなり、遺跡周辺では東西1.5kmほどである。台

地上は小さな円頂丘 と窪地が散在する流れ山地形 と

なってお り、小円頂丘部分には遺跡、さらに窪地部

分には湧水や湿地が分布する。

次第窪遺跡はこの七里岩の西端崖線近 くにある。

標高は約525mを はかる。遺跡か ら台地の端まではわ

ずかに50mほ どで、その西は比高差約90mの急崖を

へて釜無川に至る。周囲の眺望 も開けている。調査

区は南北に長 く、南端は沢に接 しているため、平坦

地か ら沢にかけての地形変化がみ られる。 とくに調

査区中央 (2区 )か ら調査区南側 (3区 )にかけて

は、この沢へ と急激に落ち込む地形になっている。

2節 歴史的環境

次第窪遺跡周辺で確認されている人々の生活の痕

跡は、古くは縄文時代にさかのぼる (第 2図 。第 1表 )。

遺跡の南方 3kmに は縄文時代前～中期の大集落跡

(坂井遺跡⑭)、 遺跡から谷をはさみ南東には縄文時

代中～後期の集落跡 (宿尻遺跡②)がある。古墳時

代前期には、遺跡南東の小円頂丘に集落跡 (伊藤窪

第 2遺跡④)、 また遺跡南方3.5kmに 方形周溝墓と住

居跡が多数確認された大集落跡 (坂井南遺跡⑮ 第

2図⑭南)が形成された。中世になると、武田勝頼

があらたに甲斐国の府中とした新府城跡 (⑦ )や、

その北の防塁ともいわれる能見城跡 (③)な どがつ

くられ、この一帯は武田氏勢力の盛衰、あるいは東

国の覇権争いの一舞台となる。

次第窪遺跡周辺は、ながきにわたり人々に選ばれ

つづけた場所である。

第 3章 遺構と遺物

1節  各区の概要

(1)1区   調査区北寄 りO-8グ リッド以北を 1

区 とした。 1区 では、地表面か ら地山までわずかに

数cm程、耕作土直下が地山層 となっていた。この一

帯は、昭和34年 の台風で甚大な被害を受けた七里岩

の西側、釜無川流域の復興の為に、大量の土を採取。

搬出 してお り、すでに本来の地形はとどめていなか

った。そのため1区では遺構が全く確認されなかった。

(2)2区   調査区中央を 2区 とした。南にある沢

に向かい傾斜地になっている。ここでは表土付近で

人為的な整地層がみ られるものの、その下位か ら遺
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構・遺物が確認された。今回確認 した遺構はすべて

この区に集中している。遺物・遺構はいずれ も黒色

の強い暗灰褐色土層中で確認されている。

(3)3区  調査区南寄 りX-13グ リッド以南を 3区

とした。かつて流路であつたようで、全体的に南の

沢に向かいわずかに傾斜する。南端は、沢に向かつ

て急激に落ち込んでいる。地山は灰褐色で粘性が高

い。 3区では トレンチ調査を実施 した。地山直上の

暗灰褐色土層では遺物が若千出上 したが、遺構は確

認されなかった。

2節 遺構

2区では、平安時代の竪穴式住居跡 6軒、土坑 13

基・柱穴196基、集石土坑 4基、掘立柱建物跡 2棟、

溝 5条が確認された。ここでは、各遺構について順

に説明する。

1号住居跡 (第 6・ 7・ 8図 )

SoT■ 1。 12グ リッドに位置する。東西4.lm× 南北

4.5m(推定)の隅丸方形 (推定)プランである。貼

り床直上層で検出された。貼 り床はカマ ド前面でお

よそ東西 2m× 南北 lmの範囲で残っていた。周溝

は北壁で検出された。

カマ ドは北壁中央部に設置されている。カマ ド内

1層 は堅 くしまった焼土層である。カマ ドの焼土周

辺から礫が 5点出土 した。いずれ長さ約15cm以下で、

カマ ド構築部材の一部 と考えられる。カマ ドの袖石

とな りうる大型礫は出土 しなかったが、カマ ド前面

側に長楕円形のわずかな掘 り込みがみ られるので、

少なくともカマ ド前面側には袖石を立てた構造であ

ることが推測できる。カマ ド破壊時に構築材 も原位

置から移動 したものと思われる。

このほか、T-12杭近 くで西にのびる細い溝は、本

住居の間仕切 りである可能性も残る。

遺物は平安時代の土師器甕などが出土している。

2号・ 6号・ 7号住居跡 (第 9～ 13図 )

S・ T‐ 9。 10グ リッドに位置する。南北約4.2m X東

西約4.2mの 方形プランである。 1号・ 2号溝に切 ら

れる。

同一平面プラン内で 2度建替えをおこなっている。

名称は、新 しい住居か ら順に 2号・ 6号・ 7号住居

跡とした。

なお、調査の効率上、 1区 か ら2区途中までを前

半期の調査、それ以南を後半期の調査 とし、表土剥

ぎを 2回 に分けて行なった。本住居跡の北半分につ

いては、前半部分の調査範囲に入つていたのだが、

前半期の調査では、本住居跡の北部分を見落 として

しまった。調査区のセクション図 (Cラ イン)には、

本住居跡の土層 と思われる層序が明確に見られ、こ

れについては調査時点でも気づいていたが、硬化 し

た貼 り床がなかったこと、遺物の出土が極めて少な

かったことか ら住居跡の一端であると判断できなか

った。 これについては深 く反省するものである。本

住居跡の平面図中、破線になっているところは推定

されるラインである。

2号住居跡

建替えの最終段階の住居跡。南壁の東寄 りにカマ

ドがあるが、 2号溝に切 られて東半分は欠損 してい

る。残存するカマ ド西半分では、カマ ド構築材であ

った とおもわれる扁平な石が 5つ出土 してお り、礫

直下の上層にはわずかに焼土が入る。また掘 り方を

見ると、袖石を設置 した とみ られる掘 りこみが 4ヶ

所確認できる。カマ ドの構築材 として大型の礫を使

用 していたことが うかがえる。

貼 り床はカマ ド脇か ら住居中央にかけて残ってい

た。この貼 り床はとても堅くしまっている。

この貼 り床か ら約 3cm上面で炭化材が散在 し、こ

れ と同レベルで焼土が分布する。さらにこの焼土 と

ともにローム粒が塊 となって出土 している。この焼

土・ローム塊の下の貼 り床の一部は著 しく焼けて赤色

化 し、す ぐ脇に赤 く焼けた極めてかたいローム塊が

検出された。焼土 とともに検出された床直上のロー

ム塊は住居の中央部寄 りにあ り、火災によつて崩落

した土屋根の可能性があろう。また、赤 く焼けたか

たいローム塊も同様に考えられる。

カマ ド周辺か ら土師器邦片 と土師器甕片が出土 し

ている。また、カマ ドの西の床面か ら鉄製品が出土

している。

なお、本住居跡の炭化材および土壌については、

サンプルを採取 し、自然科学分析を行なった。

6号住居跡

南壁中央部にカマ ドを持つ。 こちらのカマ ドか ら

は礫は検出されなかった。建替えで 2号住居をつ く

る際に、古いカマ ドは壊 され、新 しい場所にカマ ド

を移 したものとおもわれる。掘 り方には、カマ ド前
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面に袖石を置いた とみ られる掘 り込みが残る。貼 り

床は、 2号住居跡貼 り床をはがした後に検出された。

この貼 り床は 6号住居跡カマ ド前面か ら帯状に住居

中央まで続 く。

7号住居跡

6号住居跡の貼 り床をはが した後、さらに下位か

ら床 と思われる硬化面を検出した。この硬化面を 7

号住居跡の床面 とした。床面は古いカマ ド前面に残

つてお り、この段階か ら古いカマ ドを使用 していた

事がわかる。 しか し、この床面は 2号 ・ 6号住居跡

の床ほど硬 くしまってお らず、床面範囲も6号住居

跡の貼 り床面の範囲内に収まって しま うため、 6号

住居跡床面の一部である可能性も残る。

2・ 6。 7号住居跡については、出土遺物 も少な

く3住居の使用時期を判断することは難 しい。カマ

ドの位置が南壁にある点、また建替え後の 2号住居

跡ではカマ ドが東コーナーに寄 りつつある点を考え

ると、平安時代後期の住居跡 と推定できよう。

3号住居跡 欠番

4号住居跡 (第 14・ 15図 )

W‐ 11グ リッドに位置する。規模・形態・時期は不

明、カマ ドのみ検出。焼土 とともに粘土質の塊が見

られ (6層 )、 この遺構を破壊 したカマ ド跡 と判断し

た。 6層はカマ ド中央には見 られず、袖部分だけに

み られる。本来のカマ ドの構造をうかがわせるわず

かな痕跡であろ うか。形態か らみて、カマ ドは北壁

に設置されていたものと思われる。袖石を設置 した

と思われる掘 り込み も確認できる。また、カマ ド前

面が低 くなっているものの、北側に向かっての傾斜

があまりなく、平坦な断面となっている。

この住居跡では周溝などは確認されなかった。

カマ ド付近か ら土師器甕の小破片が 3点 出土 して

いる。、

5号住居跡 (第 14・ 16図 )

V‐ 11グ リッ ドに位置する。規模・形態は不明。カ

マ ドのみ検出。当初土器がまとまって出土 したため

5号土坑 として調査をしたが、掘 り方の観察か らカ

マ ドの可能性があると判断 し、 5号住居跡カマ ドと

名称を変更 した。 しか しまとまって出上 した土器の

周辺からは焼土は検出されていない。

この遺構では平安時代最末期の羽釜 1個体が壊れ

て出土 した。遺物は南北に長 く分布 し、日縁部は遺

物集中の南端か ら出土 している。横にたおれた羽釜

が上からの圧力を受けてつぶれた様子が うかがえる。

溝 (第 22～ 26図 )

溝状遺構は5条確認された。 4号溝をのぞき、等高

線に沿っておおよそ南北方向に伸びる。

1号 。2号溝

QoS・ T‐ 9。 10グ リッドに位置する。南北方向に

走る2条の溝の うち、西側を1号溝、東側を 2号清 と

した。 2つの溝は lmほ ど離れてはぼ平行に走る。

おおよそ等高線に沿ってのびており、1号溝はやや短

い。 2号・ 6号・ 7号住居跡を切る。

両溝 ともに北寄 りでは、遺構上層に拳大ほどの礫

が検出されているが、射照的に南寄 り (2・ 6。 7

号住居跡以南)では礫は検出されていない。覆土は

シル ト質できめ細か くしまりがある。他の遺構には

見 られない色調である。 1号溝上層か ら内耳土器、

2号溝上層か ら土師器邦・甕片、下層か ら灰釉陶器

重片が出土 している。図中R‐ 9グ リッドとS-9グ リ

ッド内の遺構輪郭については、調査中に気付 く事が

できなかったため、推定線 として破線で表現 した。

出土遺物や遺構の切 り合いか らみて、平安時代後

期～中世の遺構 と思われる。

3号溝

U・ V・ W‐ 12・ 13グ リッ ドに位置する。 5号溝を

切る。おおよそ等高線に沿 う。上層か ら中層にかけ

て一面に拳大ほどの礫が検出された。この礫は 1号

集石下層でみ られた赤色礫ではない。土師器甕片・

石鏃・磨製石鏃 。凹み石などが出上 している。時期

は不明である。

4号溝

V・ W・ X-11・ 12・ 13グ リッ ドに位置する。 4号

集石を切る。上層では一部に拳大の礫がみ られた。

他の溝 とは異な り、等高線に沿っていない。また覆

土も3号・ 5号溝 と異なる。この溝を周辺の地籍図

と合わせてみると、かつて使われていた古い道 と一

致 した (第 3図 )。

よつて本遺構は、古道跡 とみ られる。この古道がい

つ作 られ、いつまで使われたかについては不明であ

るが、上層から内耳土器片が 2点出土 し、中世の遺

構 と思われる 4号集石を切ることか ら、中世以降に

つくられた道跡の可能性がある。
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5号溝

T・ U・ V-12グ リッドに位置する。 3号溝に切 られ

る。覆土は暗灰褐色土。東西両脇に細い溝が沿 う。

時期不明。

1号集石 (第 17図 )

R‐ 9グ リッ ドに位置す る。掘 りこみは直径約

130cm、 深さ約80cmを はかる。斜面地につ くられて

おり、掘 りこみの壁面は東に開いた馬蹄形状である。

つまり東側には掘 りこみの立上が りがない。

上層に拳大～人頭大の礫が検出された。また土坑

壁面 と底面には、偏平に割 られた礫 (約20～50cm四

方)が、貼 りつけ敷き詰めたように設置されていた。

上層の礫は青色で、割ってあるものが多いが、偏平

なものはない。これに対 して壁面・底面の礫はいずれ

も赤 く、偏平に割 られている。特に底面の礫は大き

な板状で、平 らに敷き詰めてある。青い石 と赤い石、

黒い覆上のコン トラス トはとても印象的で、この遺

構をつ くる際に人為的に石の選択がなされた と考え

ずにはいられない。

壁面・底面の礫 (以 下、下層礫 とする)をみると、

土坑の掘 りこみは円形であるものの、礫の設置は西

南西一東北束を軸 とした長方形を意識 していた様に

もみえる。地形を見ると、ちょうど東北東か ら東南

にかけて下がつていく斜面地 となってお り、この軸

を意識 して構築されたものとおもわれる。

上層礫 と下層礫の間には、粘性の高い灰黒土層が

確認された。灰黒色土中か ら炭が 1点出土 した。ま

た底面の偏平礫の下か らは、わずかに焼土が検出さ

れた。覆土中に骨粉は合まれていなかったが、火葬

あるいは埋葬に関する遺構の可能性を考え、灰黒色

土の土壌サンプル と炭のサンプルを採取 し、自然科

学分析を行なった。

前半調査時、 1号集石の西南を1号溝が走ることに

気付 くことができなかったが、後半調査時に両遺構

の重複に気付いた。 しか し切 り合いの観察はすでに

不可能であったため、整理段階で前後関係について

解決を試みた。 1号集石の上層礫は南か ら西にかけ

て散漫な分布 となってお り、 1号 。2号溝の覆土の

色調などか らみても、 1号・ 2号溝が新 しいものと

思われる。また土坑壁 。底面の礫 (下層礫)は上層

礫よりも分布範囲が狭 く、実際に破壊の痕跡はない

ため、 1号溝プランにかかつていないものと思われ

る。ただ、この判断 も整理段階で下 したもので、確

定的な結論 とは言い切れない。

本遺構は、 2・ 6・ 7号住居跡より新 しい 1号・

2号溝に切 られていること、覆上が黒いことなどか

ら、平安時代末期から中性の所産 と思われる。

なお、七里岩台地の岩盤の礫は、礫肌がぶつぶつ

して赤化 してお り、 1号集石の下層礫 と似通ってい

る。そのためこの遺構の赤化礫は、被熱による色調

とは断言できない。む しろ遺構内か ら焼土がほとん

ど検出されていないことか らみても、この遺構の礫

は被熱によつて赤化 したのではなく、「赤い」礫を選

んで設置 したと見たほうが良いかもしれない。

2号集石 (第 18図 )

P-9グ リッ ドに位置する。 1号溝が途切れた東に

ある。南北2.lm(推定)、 東西1.5mの 不整楕円形で、

覆土は暗灰褐色土である。底面か ら30～40cm浮 いて

映が検出されている。この礫 と同レベルで寛永通宝

が出土している。

3号集石 (第 19図 )

T-10グ リッド東寄 りに位置する。北西一南東を長

軸 とした長方形である。長軸lm× 短軸0。 7m、 深さ約

10cm。 検出時、遺構プランの軸を見誤 り遺構の長軸

にそつてセクション図を計浪1す ることができなかっ

た。図中Bラインは遺構の軸にはぼ直交 して計測 し

たエレベーションである。遺構の長軸方向について

は、南東側のレベルがやや低 くなるが、地形に沿っ

た傾斜 とみ られる。覆土にはごくわずかに炭化物が

混じり、粘性がやや高い。焼土は検出されなかった。

遺構の機能を推定するため、覆土の一部を土壌サン

プル として採取 し、自然科学分析を行なった。時期

不明。

4号集石 (第 20図 )

V‐ 13グ リッ ドに位置する。平面形態は、直径約

80cmの 円形で、南半分を 4号溝に切 られる。底面中

央に長さ30cm以上、厚さ約10cmの平 らな大礫があり、

その周囲を長さ約10cm大の礫が囲む。この礫の分布

は遺構底面プランと一致 し、底面にいくつもの礫を

敷いている様に見える。覆土中には炭化物が多 く入

り、黒味の強い土層である。また礫の下部にはごく

少量の炭化物 と焼上が散漫に分布 していた。時期は

確定できないが、 1号集石 と同じく平安時代末か ら

中世の所産であると思われる。
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なお、長坂町の横針中山遺跡で本遺構 と似た集石

土坑が検出されている。この遺跡は寺院の脇にあり、

集石土坑は中世の所産であることがわかつている。

本書第4章の自然科学分析でも指摘されているが、こ

うした類例を参考にし、本遺跡1号集石 とともに、本

遺構も中世期の所産である可能性を指摘 したい。

1号土坑 (SD― 司)(第 21図 )

P-7グ リッドに位置する。長径 lm、 短径0.8mの不

整円形。覆土はしまりのない暗褐色上である。

上坑底面は東側に斜めに入 り込み、深さは約1.2m

をはかる。遺物はなく、時期は不明である。

2号土坑 (SD-2)(第21図 )

R-9グ リッ ドに位置する。直径約60cmの 円形で、

深さ約55cm、 覆土はやや しまりのある暗褐色上であ

る。

西に接する掘 りこみは、 2号土坑 と覆土の違いは

見られなかった。

57号柱穴 (PT-57)(第 21図 )

V‐ 10グ リッドに位置する。約55cm四方の隅丸方形

で、底面も同様に方形プランである。深さは約65cm。

覆土は黒灰褐色上である。中層の壁寄 りか ら赤化 し

た礫が出上 した。

72号柱穴 (PT-72)(第 21図 )

W-11グ リッドに位置する。約50cm四方の隅丸方形

で、底面も同様に方形プランである。深さは約60cm。

覆土は黒灰褐色上である。こちらは下層の壁寄 りに

赤化 した偏平な礫が出土 した。 この礫 も、前述の

PT-57同様、柱穴の真ん中ではなく壁寄 りか ら出土

している。柱穴内で柱を支えるために入れ られたか、

あるいは柱を抜いた後に入れ られたか、ヤヽずれにし

ても方形プランで覆土も似通い、礫が出土 している

点で、共通点の多い 2柱穴である。また周辺のPT-54

(V-11グ リッド)も 同じく方形プランで、深さ約50cm

をはかる。掘立柱建物跡 とするには至 らないが、同

時期の同様な機能を持つ柱穴群と考えられよう。

なお、 1号集石の項で記 したが、柱穴内か ら出土

した赤色の映は被熱による赤化ではな く、礫本来の

色調であると思われる。

掘立柱建物跡 (HT-1)(第 26図 )

S-11グ リッ ドに位置する。南北方向に長軸を持つ

2間 ×1間の構造。各柱穴の径は約20cm～30cmで あ

る。

東 I PTl(51cm)・ PT144(43cm)。 PT192(19cm)

西 I PT62(36cm)・ PT 2(29cm)。 PT52(34.5cm)

で構成される (カ ッコ内は柱穴の深さ)。 覆土はいず

れ も黒灰褐色土である。PT-192に ついては、他の

PTと若干ラインがずれ、浅めなので、本遺構の柱穴

ではない可能性がある。形態か ら見ればむ しろ調査

区外に北東の一本を想定 したほうが自然であろうか。

覆上の黒灰褐色土は、市内の他の遺跡において確

認 されている中世の遺構の覆土 と似ている。断言は

できないが、中世の遺構である可能性が高い。

その他のPTについて (第 26図 。第 4～ 7表 )

前述のとお り、柱穴の うち直径が細 く覆上の色調

が黒いものは、中世の遺構であると思われる。なか

にはPT-57。 92・ 54の ように、柱穴の平面プランが

正方形で深さが40～ 50cmほ どある柱穴もある。こう

した柱穴は他の柱穴とは規格が異なり、興味深い。

また、遺構名をあげることはできないが、 1号掘

立か ら西に続 く柱穴群のなかには、おそ らく中世の

柵列 と認識できるものが合まれていると思われる。

この柱穴群はち ょうど南束に向かい傾斜がきつ くな

り始めるあた りに検出されている。調査中、点を線

に発展させる事はできなかったが、深さ10cm前後で

径が小さめのものは、等高線に沿って調査区を横断

するように帯状に検出される感があつた。これ らは

柵列の可能性がある。柵列はおそらく一本ではなく、

短めの柵列が何本も存在するのであろう9

さらに、T-11杭を中心として、深さ5～ 10cmの細

い柱穴が円形に確認された。この円形配置の柱穴群

は平坦地の端部にあり、ここか ら南は南東方向へ傾

斜がきつくなる。覆土は 1号掘立に比べ黒くはない。

これより東の斜面下か らは諸磯期の上器が多 く確認

されていることか ら、あるいは縄文時代前期、諸磯

式上器期の住居跡の可能性 もある。円形に配置され

た柱穴群の中央部か らは遺物出土や焼土検出はなか

つた。

こうした配置の柱穴群がどのような機能を持つ遺

構であったのかわか らないが、今後さらにこうした

柱穴群の類例を探 していく必要があろう。

2節 遺 物

遺構外出上の上器について

第31図 か ら第36図 は遺構外出土土器である。縄文
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時代早期末の土器 と前期諸磯式土器が最も多 く、ほ

かに弥生時代甕、古墳時代土師器甕・壷、平安時代

土師器甕・外、須恵器奏・蓋、羽釜、中世内耳土器

などが出土 した。

縄文時代諸磯式上器は諸磯C2。 C3期 の上器が主

体で、結節浮線文や、矢羽状沈線に小さいボタン状

貼付けが施されているものが多い。また大きめのボ

タン状貼付け文を施 した土器片もみ られる。

第35図 17は手づ くねで成形 してある。土偶の手の

部分かもしれないが、胎土はより新 しい土器 と似て

いる。また第35図 18は瓦製の円盤である。中央部の

穿孔は貫通 していない。

第36図 16・ 17は須恵器である。16は頚部に櫛描の

波状文を施 した須恵器甕、17は須恵器蓋である。

縄文時代早期の上器について

次第窪遺跡では、遺構外か ら縄文時代早期末の上

器が多数出上 した。時期別遺物総重量は、縄文時代

早期末が最 も多い。遺跡では該期の遺構は確認 され

なかったが、この場所が当時の人々の生活の舞台で

あったことはまちがいない。

第31図 1～mは押型文土器である。胎土に金色粒

子を合む。 1～ 4は縦位の山形文が施 されている。

一般に関東などでは、この山形文は太い帯状に施 さ

れることが多い。次第窪遺跡の資料は、施文の幅が

せまく、施文具の押 し付けが弱いのが特徴である。

5～ 11は精円形の施文がなされる。山梨県上野原町

新井遺跡や境川村西原遺跡などでも押型文土器が出

土 しているが、新井遺跡・西原遺跡例は精円が大き

いのに対 して、次第窪例は楕円が小さく、均―なな

らびになっている。

12～21は 沈線が施 されている。15・ 16は胎上に長

石が入 り、器厚が薄 く灰色の色調であることか ら東

海系の土器である可能性がある。この上器に使われ

た施文具は打越式上器の施文具 と似てお り、およそ

同時期の所産 と考えられる。

22・ 24～ 29。 34。 37・ 39は条痕文地文に爪形文を

施 している。文様構成は茅山下層式上器 と同じであ

るため、並行する時期の土器 と思われる。茅山下層

式土器は県内では出上 してお らず、文様構成は同じ

で胎上に雲母を合む在地特有の上器群が認識されて

いる (大月市外ガイ ド遺跡・都留市中谷遺跡 )。 しか

し次第窪遺跡の資料は、胎土に雲母をあまり合まず、

山梨県内で在地特有の土器 とされる一群 とも一線を

画す可能性がある。           ｀

23・ 33・ 36は結節沈線が施 され、やはり茅山下層

式土器並行とおもわれる。

以上の土器のなかには21・ 24。 27・ 37な ど田戸上

層式土器に類似するものもみ られるとのご指摘を頂

いた (山梨県埋蔵文化財センター 河ヽ野正文氏による)。

第32図 10は打越式土器である。 1号集石付近か ら

出土 した一群を中心に、遺構外出土土器が多数接合

したため、復元作業を行なった。器高約41cm(推 定)、

日径約28cm(推 定)、 尖底であろう。

施文具に貝殻を用い、日縁部か ら縦沈線を垂下さ

せ、その直下に刺突状の押引きを施 して日縁部の区

画を行なっている。さらに胴上部には、やはり貝殻

で山形に押引きをおこなっている。胴部は貝殻によ

る条痕文を地文 とし、やや丁寧なナデ調整がみ られ

る。

貝殻による山形の施文がしっか りとなされており、

打越式土器のなかでも古い時期に位置付けられよう。

この時期の土器でこれはど残 りが良いものはな く、

貴重な資料 といえる。

次第窪遺跡で出土 した縄文時代早期末の土器をみ

てみると、古 くは田戸上層式土器 と思われるものか

ら打越式上器までの時間幅が見えてくる。沈線文の

土器、押型文土器、あるいは無文の土器についても

同様の時期に当てはまってくるものとおもわれる。

県内の該期の上器はいまだ出土数が少ない。当時の

様相を探る上で、本資料は貴重な追加例 となろう。

今回、次第窪遺跡の縄文時代早期末土器の報告に

あた り、山梨県埋蔵文化財センター 小野正文氏、

境川村教育委員会 野崎進氏には資料を実見してい

ただき、コメン トを賜つた。さらに県内外の資料に

ついてもご教示いただいた。特に、他地域 との胎土

の相違は、両氏のご指摘によるものである。ここに

記 して深く感謝するとともに、お礼申し上げます。

石器群について

P‐ 8グ リッ ド・O‐ 8グ リッ ドでは、石核を中心に

いくつもの石器が出土 している。第38図 の礫器はい

ずれ もこのグリッ ドか らの出土である。これ らは遺

構外出土遺物 として光波計測で取上げたが、残念な

が らデータの不備で出土地点を示す事ができない。
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これ らの石器は、形状などか ら縄文時代早期の石器

群 と考えられる。本書に図示 した遺物の他に、周辺

か ら大型剥片などが数点出土 している。該期の遺構

は確認されなかったが、遺構外か ら土器が出土 して

お り、平坦地か ら沢に向か うこの斜面地で当時何 ら

かの活動が営まれていたとおもわれる。

磨製石鏃について

3号溝 より出土 した磨製石斧は、長 さ2.6cm、 幅

1.6cm、 厚さ2mmを はかる。粘板岩製。先端部 と基

部 (穿孔部以下)を欠損する。

磨製石鏃は山梨県内で48点 出土 してお り、村松佳

幸氏により集成がなされている (註 1)。

県内出土のものはすべてが無茎凹基式で、特に八

ヶ岳南麓では弥生時代前期の遺物 とともに出上 して

いる例 もあるとい う。主に弥生時代中期に磨製石鏃

が流入 した といわれる関東地区に比べ、やや早 くか

ら出土する傾向がある (註 1)。

本資料の形態は、基部欠損により不明だが、氏の

捉えた県内の磨製石鏃の特徴にたがわないのかもし

れない。また本遺跡でも弥生時代中期の遺物が出土

してお り、本資料 も同時期の遺物である可能性はあ

る。

なお、図中の裏面側の孔を観察すると、穿たれた

孔は石鏃の内部にむかつて細 くなっている。 これに

対 して図中表側の孔には、この孔径の差がみ られな

い。穿孔部が欠損 しているため推測の域を出ないが、

一方向 (図 中では裏面側)か ら穿孔された可能性も

ある。

(註 1)村松佳幸 2001「 山梨県出上の磨製石鏃―そ

の形態と分布について一」『立命館大学考古学論集』)。

羽釜について

5号住居跡カマ ド出上の羽釜は、器高約16cm。 日

径約18.5cm・ 底径約13.5cmを はかる。胎土に長石を

多 く合む。内外面 ともに粗いナデが施 されている。

鍔は、張出し部の高さや厚みが不均―で、やは り調

整 も粗い。全体的に粗雑なつ くりにみえる。低部外

面には、胴部の胎土以上に多量のレキが合まれてい

る。特に 5～ 8mmの レキが多くみ られる。製作時、

底部に砂利が敷かれた状態であつたことが想定され

る。

羽釜は10世紀前半 (甲 斐型Ⅵ期)か ら11世紀後半

(甲斐型 IX期)にみ られる。出現から時が経つにつれ、

粗雑なつ くりになる。本資料は調整が極めて粗 く、

11世紀代のものであると思われる。

また、この羽釜は器高が約16cmと 低 く、ずんどう

なつくりであることも特徴である。

第 4 垂早 自然科学分析

パリノ・サーヴエイ株式会社

出土 した炭化材の樹種や集石土坑の用途などにつ

いて調査をするため、樹種同定、植物珪酸体分析、

土壌理化学分析、脂肪酸分析、微細遺物分析を実施

する。

1.試料

分析試料は、 2号住居跡および集石土坑か ら採取

した土壌および炭化物である。

。2号住居跡試料は、床面採取の炭化物混 じりの上

壌 4点 (炭 1～ 4)と焼± 1点である。炭 1～ 4に

ついて樹種同定を実施 し、焼土 と炭 3については住

居構築材、特に屋根材に関する資料を得るため植物

珪酸体分析を実施する。

・集石 I試料は、礫直上採取の土壌 1点および炭化

物 3点である。土壌については土壌理化学分析・脂

肪酸分析・微細遺物分析を実施するとともに、燃料

材の推定を目的 として植物珪酸体分析を実施する。

また、炭化物については樹種同定を実施する。

・集石Ⅳ試料は、礫直上採取の上壌 1点である。土

壌理化学分析・脂肪酸分析・微細遺物分析を実施す

る。さらに、燃料材の推定、集石 Iと の比較対照を

目的として植物珪酸体分析も併せて実施する。

2.分析方法

紙面の都合上、本報告書への掲載は割愛する。

3。 結果

(1)樹種同定

結果を表 1に示す。炭化材は全て落葉広葉樹で、

3種類 (コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コ

ナラ亜属コナラ節 。クリ)に同定された。

(2)植物珪酸体分析

結果を表 2に示す。 2号住居跡か ら採取された炭
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化物混 じり上壌 (炭 3)と 焼土、集石 I・ Ⅳか ら採

取した土壌からは、珪化組織片が認められない。

なお各試料か らは、保存状態の良 くない単体の植

物珪酸体が検出される。この中には、タケ亜科、ス

スキ属を合むウシクサ族、イチゴツナギ亜科、キビ

型 。ヒグシバ型・ダンチク型短細胞珪酸体、不明機

動細胞珪酸体が検出される。これ ら検出された植物

珪酸体の中では、タケ亜科が多い傾向にある。

(3)微細遺物分析

集石 I・ 集石Ⅳか ら採取 した土壌の両試料 とも、

炭化材の細片が多数検出されるが、種実遺体や骨・

貝類等は検出されない。

(4)土壌理化学分析

結果を表 3に示す。集石 Iは黒色を呈する軽埴土

からなる。各成分の測定値は腐植合量が9.78%、 リン

酸 合量 が 1.84P205mg/g、 カル シ ウム合 量 が

5,93CaOmg/gを 示す。集石Ⅳも黒色を呈する軽埴土

からなる。各成分の測定値は、腐植合量が6.65%、 リ

ン酸合量が 0。 99P205mg/g、  カル シウム合量が

10.03CaOmg//2を示す。

(5)脂肪酸分析

結果を図 1、 表 4に示す。脂肪酸組成は、集石 I、

集石Ⅳ ともに組成が類似する。中級脂肪酸 (炭素数

16～ 18)が ほとんどを占めるが、高級脂肪酸 (炭素

数20以 上)も わずかに合まれる。一方、ステロール

組成では、集石 Iで は種類数が少なく検出され、集

石Ⅳでは5種類が検出される。

4.考察

(1)住居構築材の検討

2号住居跡から採取した土壌・焼土からは、珪化

組織片は全く認められなかった。屋根材等に利用さ

れたイネ科植物の痕跡が残存していることを想定し

ていたものの、今回は明らかにすることはできない。

2号住居跡から出土した炭化材 (炭 1～ 4)の樹

種はクヌギ節とコナラ節であつた。いずれも出土状

況から住居構築材の一部と考えられる。クヌギ節と

コナラ節は、共に重硬で強度の高い材質を有するこ

とから、構築材としては適材と考えられる。

(2)集石土坑の燃料材

集石 Iと 集石Ⅳの上壌からは、全く珪化組織片が

認められなかった。焚付け材や燃料材として利用さ

れたイネ科植物の存在が想定されたが、これ ら種類

については明らかにできない。一方、集石 Iか ら出

土 した炭化材の樹種は、全て落葉広葉樹のクリであ

つた。この結果は、 2号住居跡の住居構築材 と考え

られる炭化材の樹種 と種類が全 く異なることか ら、

クリは燃料材等 として選択的に利用された可能性が

考え られ る。なお、ク リは薪炭材 としてはクヌギ

節・コナラ節に劣るものの、鍛冶等の燃料材 として

はマツ炭 と共に最良の一つ とされる。これはクリが

柔 らかい木炭 となるため、燃えやす く高温が得やす

いこと等によると考えられる。

(3)集石土坑の用途推定

集石土坑覆上のカルシウム合量は大きい傾向にあ

るが、土壌中において移動・拡散 しやすいため、こ

こではカルシウムの合量を補足的に扱 う。また リン

酸合量は、集石 I。 集石Ⅳ ともに外的要因によるリ

ン酸成分の富化を指摘することができない。

脂肪酸組成では、動物油 。植物油 ともに多く合ま

れる成分 とされる中級脂肪酸の割合が高い。 しか し

中級脂肪酸は経年変化によつて分解 し、今回は土坑

の用途や内容物を示す指標にならない。また僅かに

検出された高級脂肪酸は、動 7/」 の脳や神経に多 く合

まれるとされている。また ドコサヘキサエン酸 も僅

かに検出されている。

ステロール組成は、集石 Iではその組成はコプロ

スタノール・コレステロールのみ と単純である。一

方集石Ⅳでは、動物に由来するコレステロールなど

や、土壌に合まれる植物質 (腐植など)に由来する

カンペステロールなどが検出されるが両ステロール

間に大きな差は認められない。

以上の分析結果、動物質に由来する脂質 (脂 肪

酸・ステロール)が認められるものの、その割合は

顕著ではない。また、集石Ⅳでは植物質に由来する

脂質 と混在 していることか ら、現段階では動・植物

どちらに由来するか判断は難 しい。

次第窪遺跡の集石 I・ 集石Ⅳは、土坑覆土におけ

るリン酸合量の値は低 く、遺体埋納の痕跡や骨片な

どの微細遺物 も認められていない。また、脂肪酸分

析においても動物質に由来すると判断される顕著な

結果が得 られていないことか ら、今回の分析結果か

らは、遺体埋納の可能性については示唆できない。

ただ し、本遺構では、基本層序などとの比較対照分
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析を実施 していないことや高級脂肪酸やステロール

などの検出成分中に僅かに動物質に由来すると考え

られる成分 も認められている。そのため、今後 も同

表 1 次第窪遺跡の樹種同定結果

遺 構 試料名 樹 種

2 号

住屋跡

炭 1 コナラ属ヨナラ亜属コナラ節

炭 2 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節

炭 3 コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節

炭 4 コナ ラ属 ヨナラ亜属クヌギ節

集石 I

炭 ク リ

炭 ク リ

炭 ク リ

様な遺構について分析調査を実施 し、用途に関する

検証を行いたいと考えている。

引用文献 本報告書では割愛。

表4 脂肪酸分析結果
種 類

試料番号

集石 I 集石Ⅳ

土壌  土壌

2号住居跡

試料番号  炭 3 焼土

生      ――

9     5
10     1

脂肪酸組成
ミリスチン酸 (C14)
パル ミチン酸 (C16)
パル ミトレイン酸 (C16■ )

ステア リン酸 (C18)

オレイン酸 (C18:1)
リノール酸 (C18:2)

γリル ン酸(C18:3)
αリル ン酸(C1813)
アラキジン酸 (C20)

イコセン酸 (C20:1)
アラキ ドン酸(C20:4)
ベヘン酸 (C22)

8.80    5.39
29.22   28.82
3.52    8.67

10。96    5。 15

31.99    35.60

7.33     8.80

0.55

1.46

2.28

1.79

1.36

イネ科葉部短細胞珪酸体

タケ亜科

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

タク亜科

ウシクサ族

不明

類 集石Ⅳ

土壌

７６

７７

一

５４

３６

一

〇

〇

　

〇

２

不明ダンチク型     5  6  4  1
イネ科葉身機動細胞珪酸体

ドコセン酸 (C22:生trans)   一
エルカ酸 (C22:lcis)     一

イコサペンタエン酸 (C20:5) 一

リグノセ リン酸 (C24)   1.79
テ トラコセン酸 (C24:1)   一

ドコサヘキサエン酸 (C22:6)2.10

１

一
　

一
　

一
　

一

２８

１

一　

５

一

40     9

8       1

合計
イネ科業部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体

総計

12     5    16     1
2  -   2  -
8151

ステロール組成
コブロスタノール
コレステロール
エルゴステロール

カンペステロール
スティグマステロール

24.16    8.29
75.84    31.11

-    14.79
-    13,96
-    31.85

シトステロール       ー   ー

凡例)一 :未検出を示す

監修,1967)に基づく。
2)土性は土壌調査ハン ドブック(ペ ドロジス ト懇談会編,1984)の 野外土性に

基づく。
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図 1

表2 次第窪遺跡の植物珪酸体分析結果

表3 次第窪遺跡の土壌理化学分析結果

試料名 土  色 土 性
腐植合量
(%) Ｐ２。５唾 ＣａＯ轍集石 I 黒色 (10YRl.7/1) 軽埴土 (LiC) 9.78 1.84 5。93

集石Ⅳ 黒色 (10YR〃 1) 軽埴土 (LiC) 6.56 0。99 10,03

1)土色はマンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議
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堅く焼けた部分、iこここと焼土

1.焼IE    硬い。キメ細、シマリO、 粘性X
2.暗赤掲色土層 増匹掲色土中に焼土粒子1096、 炭化物5%入る。キメ細、シマリ△、粘性X

_d 3.   ″ ″    4096、 〃 1%入る。キメ細、シマリO、 粘性×
4.   ″         ″     7%、 炭化物こくわすかに入る。キメ細、シマリ△、粘性×
5,暗菰灰色■la 漸移月、暗灰色土中に焼土粒子1碗、炭化物こくわすか、暗反褐色■2096入 る。

キメ細、シマリ△、粘憎Э
6.贈赤掲色土屈 贈展偶色土中に焼■5%、炭化物5%入る。キメ細、シマリ△、粘性X
7.赤反色土層  粘性高い。キメヤヤ細、シマリO、粘憮Э
8.暗戻褐色土屈 1住覆上

第 7図  1号住居跡 カマ ド平 。断面図 (3=1/30)
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1. 暗黄褐色土層  庚掲色±440%入る。キメ組
シマウO、 粘鞠Э

2 暗灰褐色土層  暗黄褐色土H■30%入る。 (2住覆土)(
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a   〃

a   〃

三:需1妻撥瑾:(霜
DⅢ

4 暗黄褐色土層  暗灰褐色■e309/o入る。キメ細    ヽ
シマリO、 粘性○

5a暗黄褐色粘ELE 貼り床、極めて硬い。
5b    〃      赤色はり床。
6. 黄褐色土層   地山。シマリ○、粘性◎
7 暗灰褐色土層  暗黄褐色切 %、 炭、焼±5%入る。   ｀

、
(2住覆土)、 キメ細、シマリO、 粘性×  ｀

、
暗黄褐色±20%、 暴掲色■45%、 炭1%入る ｀

、
キメ綱、シマリO、 粘性X          ｀

、
α 明灰褐色土層  地山。
lα 暗魔掲色土層  暗黄色IL80%、 焼EL30%、 炭 100/o入 る。

キメ細、シマリ○、粘性×

11.   〃     暗黄褐色k40%、 炭1%入る。 (間眉、6住覆土)

キメ細、シマリO、 粘性○
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1. 灰褐色土層
2. 黄自褐色粘土層
3. 暗灰褐色土層
4.     〃

5.

6.

7. 暗黄褐色上層

黄白色粘土粒 (5～ 10mm o)109/o入 る。

2住貼 り床。極めて硬 くしまる。シマリ◎

黄褐色±30%、 焼上、炭1%入る。キメ細、シマリO、 粘性△
〃 40%、 炭 1%入る。キメ細、シマリ〇、粘性○

6住貼 り床。
7住貼 り床。

地山。キメ細、シマ リ○、粘性○

第9図  2・ 6・ 7号住居跡 平・断面図 (S=1/40)
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― B′

1. 焼土層    暗灰褐色±30%入る。硬くしまる。キメ綱、シマリO、 粘性△
2 灰褐色土層  焼±30%、 炭化物わすかにはいる。キメ細、シマリ〇、粘性△
a 暗灰褐色土層 黒色土粒1財、焼±1%はいる。  キメ綱、シマリO、 粘性O
4   ″    褐色土纏 0%はいる。      キメ細、シマリ○、MItO
a   〃    褐色土粒10%はいる。(PT149) キメ細、シマリ○、粘鞠Э
6.   〃    明褐色粘±10%はいる。     キメ綱、シマリ○、粘鞠Э
■   〃    褐色土酌 はいる。      キメ細、シマリO、 粘椒Э

第 15図

b′

cざ25.500                 _c′

d_125.500                  __d′

4号住居跡 カマド平・断面図、焼土検出状況 (S=1/30)
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灰褐色土層

暗灰褐色土層

灰黒色土層

褐色土層    灰褐色生20%入る。

明黄白色粘土層 地山

平面図中 慶癬欄 底面にわすかに焼土あり
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一
ド
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〆
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〇
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Ｉ
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qヂつ

A―豆27.200

黒色上30%、 褐色±30%入る。 キメ細、シマリO、 糊 tt×

黒色±5%入る。灰色つぽい茶色。キメ細、シマリ○、粘性◎

虎粒子わすかに入る。ねつとりしている。
3a層  2～5cmφ 炭化物が入る。キメ細、シマリ◎、粘性◎

3媚  3a層 より糊性高い。底部礫下に焼土わすかに入る。

キメ細、シマリ◎、糊性◎
キメ細、シマリ○、粘性○
キメ細、シマリ◎、粘性◎

o             lm

l     十  _」

上面 レキ・下面 レキ平面図、
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下面 レキ平面図

第17図  1号集石 断面図、 完掘図 (S=1/30)
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1. 暗灰褐色土層 ごくわずかに炭化物まじる。キメやや細、シマリ〇、粘性○
B」妥5.300                           __B′    2. 地山
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第 19図 3号集石 平・断面図 (S=1/30)
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第20図  4号集石 平・断面図 (S=1/30)
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暗褐色土層

褐色土層

黄褐色±20%、 黒色粒子
わすかに入る。

キメ細、シマリ〇、粘性×

地山

暗褐色土層

明黄自色±層

黄褐色±20%、 黒色粒子

わすかに入る。

キメ細、シマリ〇、粘性△

地山

キメ細、シマリ◎、粘枷③

― A

l. 暗灰褐色土層

2 医掲色土層

――A′

3. 明黄灰色粘土層

褐色土粒5%、 炭、焼土
わすかに入る。
キメ細、シマリO、 粘性X
地山の上 (同 レベル)が
入り込んだか。
キメ細、シマリ○、粘胸③
(地 山)レキ 6～10cmo)
ましる。
キメ細、シマリ◎、粘鞠Э

Ａ

　

　

　

・

Ay4.800

暗灰褐色土層 褐色5%、 炭焼土わすかに

入る。
キメ細、シマリ〇、粘性△

第21図  SD-1・ 2、 PT-57・ 92
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PT-92

平・断面図 (S=1/30)
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1. 灰褐色土層 シル ト質。明黄自色粘土粒

撃 玲 爺 翼典 著 む

非常に硬 くしまる。

 吐

Z 灰褐色土層 黄白色粘土粒子20%、 炭化物

焼土種わすかに入る。硬くしまる。キメやや細、

シマリ◎、粘性O
3. 明黄自色粘土層 地山。ボツポツしている。

第22図  1・ 2号溝 平・断面図 (S=1/60)
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第23図 3・ 4・ 5号溝 平・断面図 (S=1/60)
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番号 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

次 第 窪 遺 跡 縄文・弥生・古墳 。平安・ 中世 平成13年度 韮崎市教育委員会調査

2 宿 尻 遺 跡 縄文・古墳・平安
平成 3年度 山梨県埋蔵文化財センター調査

平成12年度 韮崎市遺跡調査会調査

０
じ 能 見 城 跡 中世

平成13年度 韮崎市教育委員会調査

平成 9年度 韮崎市教育委員会調査

4 伊藤窪第 2遺跡 縄文・古墳 。中世 平成 2年度 韮崎市遺跡調査会調査

5 中 道 遺 跡 縄文 。平安 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

6 中田小学校遺跡 縄文・弥生・奈良・平安 昭和59年度 韮崎市教育委員会調査

7 新 府 城 跡 中世 国指定史跡

8 金 山 遺 跡 中世～近世 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

9 前 田 遺 跡 平安 昭和62年度 韮崎市教育委員会調査

宮ノ前第 2遺跡 奈良 。平安 平成2年度 韮崎市教育委員会調査

宮 ノ 前 遺 跡 縄文 。平安 昭和63年度～平成 2年度 韮崎市遺跡調査会調査

三 宮 地 遺 跡 縄文・平安 平成10年度 韮崎市教育委員会調査
Ｏ
υ 堂 の 前 遺 跡 弥生・奈良・平安 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

坂 井 遺 跡 縄 文
志村滝蔵『坂井』地方書院 昭和40年

平成10年度 韮崎市遺跡調査会調査

坂 井 南 遺 跡 古墳・平安 昭和60年度・ 63年度 韮崎市教育委員会調査

第1表 次第窪遺跡と周辺の遺跡

12区 東 恨J

No 土   層 混 入 物 キ メ ンマ リ 粘 性

1 暗灰褐色土層 灰褐色±30%入 る。 細 △ ×

陪 楊 色 上 層 灰褐色上30%入 る。 細 △ ×

暗灰褐色土層 鼻 れ 上 200/6、 陪 楊 角 土 r地 山 )300/O入 る ^漸 移 層 ハ 細 ① ◎

黒 褐 色 土 層 炭化物 焼土わずかに入る。 細 0 ①

灰黒褐色土層 3H-2語 土 ハ 炭 化 物 わ ず か 、 焼 土 ご くわ す か に 入 る . 細 ① ○

R音 灰褐色土層 MZ-2覆土。炭化物ごくわずかに入る。5層 より明るし 細 O ○

首 楊 色 土 層 ロームブ ロック中に悟褐色土わすか に入 る。整地層 か。 粗 ◎ ◎

暗灰褐色土層 日―ム対平 200/6、 3-5cm 6ロ ーム プロック50/Oメ、る
^

細 ○ ×

階 責 楊 色 土 層 暗灰褐色土中に日―ム粒子入る。 整地層か。 粗 ① ⑥

9a層  ロームlll子 309/O人 る、 fD ◎ △

9b層  ローム粒子40%入 る。 細 ⑤ O

暗灰褐色土層 黒 色 上 20%入 るハ 測 ○ △

灰褐色土層 シル ト質。炭化物ごくわずかに入る。 極 細 ○ X

陪 灰 楊 角 土 層 E-2cmむ 小 礫 5%入 る 。 ヤヤ細 ○ ×

灰白褐色土層 白色粒子3%、 鉄分を含む褐色礫(2～5mmφ )7%入 る。 粗 ◎ △

階 褐 れ 上 層 3～5cm 6日 ―ムブロック30%、 日―ム粒子可0%入 る。 O

暗褐色土層 1～3cm 6ロ ーム ブロック5%、 ローム粒子 10%入 る。 ヤヤ細 ×

贈 褐 色 土 層 地 山 。 細 COD O

陪 灰 掲 角 粘 土 層 拳大礫入 る。 細 ◎ ◎

暗灰褐色土層 18a層 粘性やや高い 細 ⑨ ①

8ヽb層 粘 性 高 い 細 COD ⑤

暗灰褐色土層 3mm6′ 卜礫 70/O、 3cm 6′ Jヽ 弔疼1%入 るハ ヤヤ , △ ①

灰 黒 楊 色 土 層 黒褐色土中に灰褐色土層が入る。4層 より灰色が強い。 細

暗灰褐色土層 楊 角 上 200/O、 1～3cm 6日 ― ム 粒 子 10%入 る。 細 ○ △

欠 番

灰褐色土層 ローム泣子20%、 鉄分細粒多く入る。 細 ○ ○

暗 灰 褐 色 土 層 ローム粒子5%、 炭化物ごくわずかに入る。 細 ○

暗灰褐色土層 日―ム粒子20%、 3～5Cm O礫 10%入 る。 細 ◎ △

暗灰掲色土層 日―ム粒子5%、 3～5cm φ礫3%入る。 細 ① ◎

音 掲 負 土 層 日―ム粒子50%、 暗灰褐色±50%入 る。 ヤ ヤ 米R O O

灰色土層 鉄分やや多い。 細 ① ①

異 灰 角 土 層 1～3cm 6黄 掲色 r地山)粒子7%入 る。粘性高し 細 O ⑨

黄褐色土層 llb山 ^ 砂 礫 管 ^令 角 が か るハ 粗 O △

12区西側
No 土   層 混 入 物 キ メ ンマ リ 粘‖生

1 黒褐色土層 5～7cm 6掲 色土 (地 山)塊斑に10%入 る。 細 × ×

暗灰褐色土層 黒褐色±40%、 褐色地山粒子司0%入る。 細 X ×

陪 灰 楊 角 土 層 黒褐色±30%、 褐色地山粒子10%入 る。 細 × ×

4 灰褐色土層 scm 6礫 100/6入 る ^ボ ソ ボ ソ して い るぅ 細 × ○

階 灰 褐 色 土 層 掲色±30%、 5～10cm o地 山塊斑に入る。 細 × ×

明灰褐色土層 Mフ ーク屠 十 測 ○ 〇

暗 灰 褐 色 上 層 ロームブロック・炭粒子・黒褐色土・褐色土が斑に入る。整地層か。 細 ⑨ ×

暗灰褐色上層 楊 色 ± 30%入 る。 細 ○ ×

明灰褐色土層 9a層 シル ト質。 細 ① ×

9b層 シル ト質。褐色±20%入 る。 細 ○ ×

暗灰掲色土層 明黄灰色±30%入 る。漸移層。 測 O ×

第2表 調査区土層説明一覧 (1)
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11 灰褐色土層 粘質土。 細 ◎ ◎

陪 灰 掲 角 土 掲 負 ± 30%、  ロー ム 対 子 40%入 る、 細 ①

暗灰褐色土 褐 仲 ± 300/6、 口 ~ム 斯 キ 30/6人 る ハ 細 × ×

暗 灰 褐 色 上 層 ンル ト質。褐色主30%、 3cm oロ ーム粒子 lXlに3%人る。 細 D ×

暗 灰 褐 色 土 層 ンル ト質。褐色±30%、 3cm o日 ―ム粒子 1%人 る。 D ×

灰 褐 色 土 黒 角 ± 20%、 褐 色 ± 10%入 る。 制 × ×

灰 褐 角 土 早 負 上 200/O、 褐 i± 200/。 入 るハ 細 × ×

炊 褐 色 主 層 褐 4● 土 中 に 陪 褐 負 上 昇 に 300/6人 る ハ 細 ×

灰 褐 色 土 層 MZ-1覆 土 極 細 ◎

明 白 色 粘 土 層 地 山 ぃ 粘 [陛 き わ め て 言 し 測 @
陪 灰 褐 れ 粘 土 層 地 山 ハ 粘 性 き わ め て 言 い ^ 細 ◎ ◎

灰褐色土層 貢 褐 色 主 粒 子 多 く人 る。 細 × ×

暗 灰 褐 色 土 層 シル ト質。黄掲色±lo%、 炭粒子ごくわずかに入る。 細 ×

賭 褐 色 土 層 貢 褐 色 ± 10%、 炭 粒 子 3%入 る。 測 O ×

褐 色 土 層 細 × ×

明褐色土層 地山。 細 × X

2区西 側 百

No 土   層 ,昆 入 物 キ メ シマ i 粘 性

暗灰褐色土層 褐 色 ± 300/6入 る ^ 細 ○ △

暗 灰 褐 色 主 層 褐 色 上 20%人 る。 細 O (

灰 色 粘 上 層 地 山 。 鉄 分 多 く、 極 め て 硬 t 細 ⑥

P8

No 土   層 混 入 物 キ メ ンマ I

」 悟 貢 褐 色 土 層 lcm 6ロ ー ム 粒 子 5%入 る 細 O X

灰楊色土層        | 楊色土中に暗褐色上が斑に30%入 る。 細 0 ×

陪 褐 付 土 層 炭 粒 子 3%責 楊 色 土 粒 子 10%入 る。 や や 黒 い 層 ぅ 細 △ ×

4 暗褐色土層 炭 約 子 耳O/6首楊 仁 土 対 子 400/O入 る ^ 細 ① ×

5 暗 灰 褐 色 土 層 黄掲色上粒子10%、 炭粒子ごくわずかに入る。灰色でシルト質。Q9～ S10セ クション第1層 と同一。 細 ○ ×

梅 乱 細 O ×

7 明 褐 角 上 層 地 山 ^責 褐 色 土 粒 子 が 入 る 細 0 ×

陪 褐 i上 層 炭 狩 子 10/。 昔 褐 角 粁 子 200/O入 るハ 3層 よ りは や や 貴 褐 色 上 が 多 いぅ 細 △ ①

Q9-S10
No 土 混 入 物 キ メ シマ I 粘 ′眸

1 陪 灰 楊 角 土 最 も灰 角 の 層 7よ り黒 し 細 ×

2 陪 掲 各 土 層 褐 付 土 中 に 星 角 対 子 200/O入 る ^ 細 ×

3 褐 色 土 層 ^ 細 ×

4 日 ]二L 貢 孝 ヨ粒土中に日―ムブロック 灰褐色±40%炭化物微量に入る。極めて硬し 細 ⑨

階 灰 階 貴 楊 色 ± 30%黒 色 粒 子 3%入 る。 6層 よ り明 る い 。 細 O ×

5aよ りも責角い 暗責褐色±40%入 る。 細 ∩ ×

∩ 陪 灰 楊 i土 層 6a層   陪 辰 楊 負 土 中 に 陪 昔 楊 角 ± 200/。 具 角 粒 子 3%炭 化 物 微 量 に 入 るハ 細 ① ×

∩h層   ∩a層 が結管 になつた tjの ハ 細 △ ×

7 褐 色 土 層 灰 褐 色 粒 ± 10%炭 化 物 5%入 る。 細 △ ×

褐 角 土 層 灰 角 粒 ± 20%炭 化 物 3%入 るぅ 7層 よ り灰 自 色 。 細 0 ×

9 陪 灰 褐 角 土 層 音 褐 角 ± 30/。 陪 昔 楊 角 ± 30%炭 化 物 7%入 る 。 0 X

掲 れ 土 層 加 山 東 西 セ ク シ ョ ン地 山 と同 一 ×

1 明黄白色粘土層 地山。 細

灰 褐 色 上 層 △

暗 灰 楊 角 土 層 暗 貢 掲 色 ± 40%炭 化 物 70%入 る。 削 ① X

14 暗灰褐色土層 暗 責 褐 角 ± 10%炭 化 物 5%入 るぃ 細 ① X

褐 色 主 層 黄褐色±5%や や鉄分を含んだような色。 ヤヤ粗 △ ×

階 貢 灰 色 土 層 貢 褐 色 上 30%や や 鉄 分 を 含 ん た よ っな 色 。 漸 移 層 。 粗 ( ⑨

7 賭 灰 褐 色 土 層 ユ±10%、 灰褐色±10%貢 褐色止20%人 る。 ヤ ヤ 測 ×

灰褐色土層 と上5%灰 褐色±10%入 る。 17よ り灰色。 測 ① X

悟 貢 褐 色 主 層 褐 付 土 中 に 日― ム ブ ロ ッ ク 400/O炭 化 物 わ ず か に 入 る
^

ヤヤ粗 ①

暗 貢 褐 色 土 層 掲色土中にロームブロック (3～5cm o)45%、 炭化物わずかに入る。 細 ① ◎

Q9 T10
No 土   層 ,豆 入 物 キ メ ンマ リ 米百‖笙

1 悟 褐 色 上 層 暗灰褐色±30%入 る、東西セクシヨン中の最 も灰色の層。 △ ×

曙 褐 色 土 黒 色 粒 子 30%褐 色 主 20%人 る 票 酉 セ ク シ ヨ ン 甲 の 最 も黒 い 盾 。 △ ×

階 褐 色 土 漸 移 層
^

細 △ ×

暗褐色土 中 の 黒 角 粒 子 10%楊 色 ± 30%入 る 。 漸 移 層 ぅ 制 △ ×

悟 褐 色 主 層 黒色±30%、 炭化粒子わずかに入る。2層 に次いで黒い層。 細 △ ×

褐 色 土 層 百 褐 仲 � 辛 わ す か に 入 る ^ 細 ×

褐 色 土 口rム ブ ロックが40%桂 ボコボ コ人 る。極 めて使 い

褐 色 土 炭イし粒子5%、 貢褐色±3～5cm φフロック30%入 る。使い。 測

細 ◎

暗黄褐色土層 灰 4し 粒 f5%、 貢褐色3-10cm oフ ロック50°/O人 る。 ヤヤ粗 ① ①

1 暗 褐 色 主 層 貢 褐 色 粒 子 209/o人 る。 細 ①

褐 色 土 層 貢 褐 色 粒 子 3～5cm oフ ロ ッ ク 300/o入 る。 細 ①

J土層 褐 色 粒 子 100/O入 る。 ボ ソ ボ ソ して い るぉ ヤヤヨ △ ×

陪 掲 れ 土 角 粒 子 10%入 る ^
○ ×

5 灰褐色土帰 鉄 分 入 る ^ 細 ① ×

明黄褐色土層 最下層。 細 ① O

7 褐色土層 地山。 細 ◎

第3表 調査区土層説明一覧 (2)
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Pit no 位 置 上  層 混  入  物 き め しまり 粘 性 切 り合い 雅
ｍ

Pit-001 1住床面確認 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 47

Pl-002 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%、 炭化物焼土わずかに入る。 細 ○ × 不 明 27

Pit-003 1住炉西 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 1住 を切 る 13

Pit‐004 1住炉西 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 1住 を切る 10

Pit-005 珂住北 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%入る。 細 ○ × PT-006に ウDら ″しる 34

Pit-006 刊住北 暗灰褐色土層 掲色土粒子5%入 る。 細 O × PT-005を 切る 23

Pit‐007 SH-3西 黒灰褐色土層 褐色土粒子3%入る。SH 003よ りも黒い 細 O × SH-003を切る 17

Pit-008 1住西 暗灰褐色土層 細 ○ ×

Pit-009 1住西南 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ○ △ 15

Pit-010 1住西南 黒灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 O × PT-011を切る 13

Pl‐ 011 1住西南 暗灰褐色土層 掲色土粒子20%入る。 細 ○ × PT-010に七Dら イをる 刊2

Pit‐012 1住南 黒灰褐色土層 細 ○ × PT 091を切る 13

Pit-013 SH-3南 黒灰褐色土層 細 O × 17

Pit-014 1住西 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物わずかに入る。 細 O × 185
Pit-015 1住西 暗灰褐色土層 掲色土粒子10%入 る。 ○ × 15

Pit‐ 0刊 6 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ○ × PT-017を切る 20

Pit-017 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 細 ○ × PT-016に切られる

Pit-018 1住西 完掘により不明 細 ○ × PT-019と 切 り合う 24

Pit-019 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × PT-018と tDり 1針 う 18

Pit‐020 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × SD-003に 切られる 12

Pit-021 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る
°

細 ○ ×
SD-003に切 られる、

PT-039を切る
14

Pit‐022 1住南 黒灰褐色土層 細 ○ × SD-012・ PT-034を切る 13

Pit-023 刊住南 黒灰褐色土層 細 ○ ×

Pit-024 1住南 黒灰褐色土層 炭化物1%入 る。 細 ○ ○ 13

Pit-025 刊住南 暗灰褐色土層 焼土わずかに入る。 細 ○ × PT 107を切る 105
Pit-026 SH-3南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 11.5

Pit-027 SH-3南 黒灰褐色土層 焼土わずかに入る。 細 ○ × 23

Pit‐028 SH-3西南 黒灰褐色土層 炭化物 焼土わずかに入る。 細 O × 刊3

Pit-029 SH-3理ヨ「奪 黒灰褐色土層 炭化物わずかに入る。 細 O × 23

Pit-030 SH-3西南 黒灰褐色土層 炭化物 焼土わずかに入る。 細 O × 185
Pit-031 V-11真下 黒灰褐色土層 O × 7

Plt‐032 V-11北西 黒灰褐色土層 炭化物わずかに入る。 細 ○ ×

Pit-033 U ll南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 14

Pit-034 1住南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る
°

細 ○ ×
PT 022に切られる、

SD-0¬ 2を切る
8

Pit-035 V ll西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 焼土わずかに入る。 細 ○ × SD-005に切られる 9

Pit-036 1住南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 焼土わずかに入る。 細 ○ × 13

Pit-037 SH-3南 黒灰褐色土層 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 12

Pit-038 V-11東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 焼土わずかに入る。 細 ○ × 10

Pit‐039 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × PT-021に tDら 才しる 12

Pitい040 1住床面確話 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 75

Pit-041 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子25%入 る。 細 ○ × PT 144を切る 8

Pit-042 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入る。 細 ○ × 9

Pit-043 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入る。 細 ○ × 14.5

Pit-044 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 12.5

Pit-045 U-11南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 13

Pit-046 SH-3東】ヒ 黒灰褐色土層 焼土・炭化物わずかに入る。 細 ○ × PT-047を切る 21

Pit-047 SH-3東】ヒ 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × PT-046にウDら オしる 14

Pit-048 W ll北西 黒灰褐色土層 焼土わずかに入る 細 ○ × SD-009を切る 17

Pit-049 1住内 暗灰褐色土層 炭化物わずかに入る、焼土ごくわずかに入る。 細 ○ × 13

Pit-050 SH-3東 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入る。 細 ○ × 8
Pit‐051 SH-3東 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入る。 細 ○ ×

Pit-052 1住北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 34.5

Pit-053 1住北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 12

第4表 遺構土層説明一覧 (1)

-44-



Plt-054 V-11南 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物1%入 る。 細 ○ △ 方形プラン 50

Pit-055 1住雨 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 Э × 9

Pit-056 SH-3東 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 細 ○ × 13

Pit-057 V-11雨西 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物焼土わずかに入る。 細 ○ △ 方形プラン 49

Pit-058 V ll】ヒ西 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 ◎ × 19

Pit‐059 V ll】 ヒ西 暗灰褐色土層 褐色土粒子 10%入 る。 細 ◎ × 16

Pit-060 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ① × 9

Pit-06刊 SD-4西】ヒ 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ① ×

Pit‐062 刊住西 黒灰褐色土層 焼土わずかに入る。 細 ◎ × 5

Pit-063 1住西 培灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 細 ○ × 36

Pit-064 1住西 膳灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 7

Pit-065 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 ヤヤ米且 △ × PT-066を切る

Pit‐066 1住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ヤヤ米且 △ × PT-065にづ9ら オとる 8

Pit-067 U-12南 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%入る。 細 × PT-072を切 る 30

Pit-068 U-12南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る、炭化物入る。 細 × 18

Pit‐069 U-10南 黒灰褐色土層 細 △ × PT-070を切る 10

Plt-070 U-10南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 △ × PT-069にウDら イ化る 15.5

Pit-071 1住爾 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 粗 △ × 16

Pit-072 V12東 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る、5cm l礫入る。 粗 ○ × PT-067に tDら イ化る 27

Pit‐073 U― 刊0雨 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 9

Pit-074 U10爾 黒灰褐色土層 焼土・炭化物わずかに入る。 細 ◎ × PT刊 17を切る 85

Pit-075 U-12爾 暗灰褐色土層 褐色土粒子10°/。入る、焼土炭化物わずかに入る。ヤヤポ且 Э × PT-0761こウDら イ化る 16

Pit-076 U-12南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 O × PT-075を切る 13

Pit-077 V-11】ヒ 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ① × PT-078と 七刀り(針 う 7

Pit‐078 V ll北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × PT-077と 士刀り1針 う 13

Pit‐079 V ll北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入る、焼土わずかに入る。 細 ◎ ×

Pit‐080 1住内 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%入る。 細 ◎ X 24

Pit-081 1仁困 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%入る。 細 ◎ ×

Pit-082 1住内 黒灰褐色土層 細 ○ × 13

Pit-083 U10南 嗜灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ × 8

Pit-084 1住内 培灰褐色土層 褐色土粒子10%、 焼土わずかに入る。 細 ○ × 10

Pit-085 V-11東 暗灰褐色上層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ ○ 24

Pit-086 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 黒色土粒子5%入る。 細 ○ × 9

Pit‐087 刊住西 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 65

Pit‐088 1住北 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 細 ○ × 9

Pit-089 1住北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 12

Pit‐090 1住内 暗灰褐色土層
褐色土粒子30%、 黒褐色土粒子5%、

明黄褐色土粒子5%入る。
ヤヤ粗 ○ × 6

Pit-091 刊住西南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ヤヤ粗 ○ × PT-012にう□ら落しる 8

Pit-092 W ll南 黒灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ○ × 37

Pit‐093 PT-92雨 黒灰褐色土層 炭化物・焼土わずかに入る。 細 ○ × 司2

Pit‐094 4住カマ ド南 細 O × 16

Pit-095 PT-92南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 12

Pit-096 PT-92南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 焼土わずかに入る。 細 ○ × 14

Pit-097 4住 カマ ド東 細 ○ × 17

Pit‐098 4住 カマ ド南 黒灰褐色土層 褐色土粒子 10%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × SD-014を切る 刊7

Pit-099 4住カマ ド北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20°/O入 る、炭化物焼土わずかに入る。 細 ○ △ 135

Pit-100 1住南 暗灰褐色土層 褐色上粒子15%入 る。 細 ○ × 65

Ph… 101 V-11】し 暗灰褐色土層 褐色土粒子15%入 る。 細 ○ × PT 102を切る 9

Pit‐ 102 V-11】ヒ 欠番

Pit‐ 103 V‐11東 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 細 ○ × 15

Pit-104 V-1刊 西 暗灰褐色土層 褐色土粒子刊5%入る。 細 ○ ×

Pit-105 V ll西 暗灰褐色土層 褐色土粒子 15%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 10

Pit-106 1住南 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ △ 12

Pit‐ 107 1住南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物わずかに入る。 ○ △ PT-025に tDら 才とる 13

Pit… 108 U12西 黒灰褐色土層 炭化物・焼土わずかに入る。 細 ◎ × 14

Pit-109 U¬ 2西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 3cm φ礫1%入 る。 細 ○ ×

Pl-1刊 0 刊住内 黒灰褐色土層 炭化物・焼土わずかに入る。 細 ◎ X 10

Pl-111 刊住内 黒灰褐色土層 炭化物・焼土わずかに入る。 細 ◎ × 125

Pit-112 MZ-2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物わずかに入る。 細 ◎ × 12
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Pit-1司 3 2住 内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 炭化物焼土わずかに入る。 細 ◎ × MZ-2に切られる 11

Pit‐ 114 V‐ 11】ヒ 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ ○ 17

Plt-115 2住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 炭化物 焼±5%入る。 ヤヤ率倒 ◎ × 不 明 7

Pl‐ 116 V-11南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ × 14

PX¬ 刊7 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 O × PT-074にし9ら 瀬じる 17.5

Pit-118 1住内 暗灰褐色土層 掲色土粒子10%、 炭化物焼上わずかに入る。 細 ○ × 65

Pit-119 4住カマド東 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%、 ol～3cm礫わずかに入る。ヤヤ糸日 ○ ○ 125

Pit‐ 120 4住カマド東 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ◎ ○ 135

Pit-121 4住カマド東 黒灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ ○ 13

Pit-122 4住カマド南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ ○ 13

Pit-123 4住カマド南 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%入る。 細 ◎ O
Pit-124 SH‐3南 黒灰褐色土層 細 ○ ○ 16

Pit‐ 125 4住カマド南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ◎ ○ 刊5

Pit-126 4住カマド南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ ○ 10

Pit-127 4住カマド南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 黒色土粒子10%入 る。 細 ○ ○ 10

Pit-128 4住カマド南東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ◎ △ 105

Pit-129 2住 内 階灰褐色土層 褐色土粒子30%、 焼上わずかに入る。 細 ◎ ○ 15

Pit-130 2住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 焼土わずかに入る。 細 ◎ ○ PT― 刊43と t刀 り1針 う

Pit‐ 131 2住 内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 炭化物焼土わずかに入る。 細 ◎ ○

Pit-132 2住 内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 炭化物焼上わずかに入る。 細 ◎ ○ 刊3

Pit-133 2住内 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%、 焼±10%入 る。 細 ○ × 6

Pit-134 4住カマド南 暗灰褐色土層 掲色土粒子20%入 る。 細 ◎ × 14

Pit-135 4住カマド南 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ◎ × 95

Pit-136 4住カマド東 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 細 ◎ △ 15

Pit-137 4住カマド東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 小礫わずかに入る。 細 ◎ ○

Pit-138 MZ 2南 黒灰褐色土層 細 ◎ △ 75

Pit‐ 139 MZ-2南 黒灰褐色土層 炭化物わずかに入る。 細 ◎ × 9

Pit‐ 140 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 6.5

Pit-141 2住内 灰褐色土層 焼土わずかに入る。 細 △ × 6

Pit-142 MZ-2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物ごくわずかに入る。 細 ○ ○ 12

Pit-143 2住 内 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 炭化物焼土ごくわずかに入る。 細 ○ ○ PT 130と 切 り合う

Pit-144 刊住内 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%入る。 細 △ × PT-041に tDら イLる 43

Pit-145 1住内 完掘により不明 4

Pit― 刊46 1住内 完掘により不明 17

Pit‐ 147 1住南 完掘により不明 刊0.5

Pit‐ 148 Wl刊 北 黒灰褐色土層 褐色土粒子3%、 1～3mm o小礫1%入る。 ○ ○ 方形プラン 18

Pit‐ 刊49 4住カマド内 黒灰褐色土層 細 ○ ○ 17.5

Pit-150 4住カマド内 黒灰褐色土層 細 ○ ○ 16

Pit-151 刊住北 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 △ △ 36

Pit-152 MZ-2南 黒灰褐色土層 焼土ごくわずかに入る。 細 ○ △ 12

Pit-153 MZ-2南 黒灰褐色土層 焼土ごくわずかに入る。 細 ○ △ 10

Pit-154 MZ-2南 暗灰褐色土層 褐色上粒子20%、 焼土ごくわずかに入る。 細 ○ △ 8

Pit‐ 155 MZ-2南 黒灰褐色土層 炭化物わずかに入る。 細 ○ △

Pit‐ 156 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る。 ヤヤ粗 ○ △ 135

Pit-157 V-10東 暗灰褐色土層 褐色土粒子10%入 る。 ヤヤポ且 O ○ 19

Pit-158 V刊 0東 黒灰褐色土層 極細 ○ △ 145

Pit‐ 159 V lo東 黒灰褐色土層 極細 ○ △ 8

Pit‐ 160 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子15%入 る。 細 ○ △ 115

Pl-161 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ヤヤ粗 ◎ ○ 12

Pit-162 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ヤヤ粗 ◎ ○ 145

Pit-163 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色上粒子20%、 炭化物わずかに入る。 細 ○ △ 14

Plt-164 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ヤヤ粗 ○ △ 10

Pit‐ 165 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 ヤヤ*且 ○ △ 8

Pit― 刊66 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子25%入 る。 細 △ × 13

Pit-167 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 △ × 7.5

Pit-168 1住北 黒灰褐色土層 細 ○ × 7

Pit-169 V― 刊2東 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る。 細 ○ × 10

Pit-170 V-12東 暗灰褐色土層 褐色土粒子15%入 る。 細 ○ ×

Plt-171 刊住南西 黒灰褐色土層 焼土わずかに入る。 細 ○ × 15

Pit-172 1住南西 黒灰褐色土層 焼土わずかに入る。 細 ○ × 7
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Pit-173 1住南西 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る 細 ○ × 8

Pに-174 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ◎ ○ 32

Pit‐ 刊75 1住西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ○ △ 16

Pit-176 1住南 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 地山ブロックo5cmで 30%入 る 粗 ○ ○ 27

Pit-177 1住南西 完掘により不明 13

Pit-178 1住南西 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入る 細 ◎ ○ 16

Pit-179 4住カマド西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ◎ ◎ 13

Pit‐ 180 4住カマド西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ◎ ◎ 司6

Phコ 81 4住カマド西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ◎ ◎ 14

Pit-182 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 焼土わずかに入る 細 ◎ ○ SD-011に切られる

Pit‐ 183 MZ 2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ○ ○ 65

Pit‐ 184 MZ-2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ○ △

Pit-185 MZ-2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る 細 ○ X 11 5

Pit‐ 186 4住カマド南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 地山礫1%入 る 細 ○ × 10

Pit-187 4住カマド西 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ○ × 14.5

Pit-188 Ul刊 南 黒灰褐色土層 焼土ごくわずかに入る 細 ○ × 7

Pit-189 1住南 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%入る 細 ○ × 27

Pit‐ 190 U ll南 黒灰褐色土層 細 ○ × 7

Pit-191 U-11東南 黒灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ○ × 19

Pit-192 1住内 黒灰褐色土層 褐色土粒子20%入 る 細 ○ × 155

Pit-193 4住カマド南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 焼土ごくわずかに入る 細 × 155

Pit‐ 194 MZ-2南 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物焼土わずかに入る 細 ○ × 13

Pit-195 4住カマド南 暗灰褐色土層 褐色土粒子30%、 地山礫わずかに入る 細 O × SD-014に 切られる 12

Pl-196 1住南 黒灰褐色土層 地山礫3%入る 細 ○ × SD-006に 切られる 8

第7表 遺構土層説明一覧 (4)

No 位 置 土   層 混  入  物 キ メ シマリ 粘性 切 り 合 い 雅
ｍ

SD‐ 01 P7別 項 110

SD-02 R9月 1]買 70

SD‐03 1住内 者灰褐色上層 細 ○ ×
¬住を切る?

PT‐ 020021を 切る
18

SD-04 1住南西 黒灰褐色土層 褐色土粒子5%、 炭化物1%、 焼上わずかに入る 細 ○ × 21

SD-05 V刊 1南 培灰褐色土層 褐色土粒子20%、 平安(1lC)甕 出土 細 ○ X
PT-035を 切る。

カマ ドに変更

SD-06 U12南 黒褐色土層 炭わずかに入る SD-7・ PT-196を 切る 35

SD-07 U12南 暗灰褐色土層 黒褐色土(o3～5cm)ま だらに30%入 る SD-6を 切る 30

SD‐08 Vll東 欠番

SD‐ 09 Wll北西 階灰褐色土層 褐色土粒子30%入 る PT-048にづDら 才しる。 20

SD‐ 10 U10南 黒灰褐色土層 焼土わずかに入る 細 △ × 39

SD-11 桑灰褐色土層 炭化物 焼土わずかに入る 細 ○ × PT刊 82を切る 21

SD-12 店灰褐色上層 褐色土粒子20%、 炭化物入る 細 ○ △ PT-022034に tDら イとる 8

SD‐ 13 唐灰褐色土層 陽色土粒子20%、 lcm o礫わずかに入る 細 ○ × 5

SD-14 暗灰褐色土層 褐色土粒子20%、 中央にo30c m礫入る 細 ○ ×
PT-098に し□らメ化る、

PT-195を 切る
9

SD-15 培灰褐色土層 褐色土粒子20%、 炭化物30%入 る 細 O × 10

第8表 遺構土層説明一覧 (5)
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図 番号 取上No 層位 種類 時期
重量

(g)
色調(内/外 ) 胎 土 調整(内・外) 残 存

司住-1 」Ul-01 下層 土師器 平安 にぶい黄褐色 透明、黒光、金色粒子 内:なで。外:木葉痕(底部) 底部片

29 2住―呵 」U2-N004 上師器(甕 ) 平安 褐色/に ぶい赤褐色 急黒氷 透明、乳白色粒子 内:横刷毛目、口唇部は刷
毛―なで・外:な で

口縁部片

2住-2 」U2-N005 上師器(警 ) 平安 黒褐色/褐色 急黒氷 乳白色、透明粒子 内:横刷毛目・外 :縦刷毛目 月同吉B片

2住-3 」U2-N003 買恵器(lTk) 平安 灰色 白、透明、金色粒子 内:ロ クロ調整・外:回転糸
切痕(底部)

底部片

SD4-1 SD4-01 土師器
(小型甕)

平安? 灰褐色/褐色 乳白色、黒、黒光、自、
金、赤色粒子

内:横刷毛目・外:縦刷毛目
口縁部～

月同吉隅片

SD6-1 SD6-01 上師器(杯 ) 平安
にぶい橙色/

にぶい褐色
黒、自、赤、黒光粒子 ロクロ成形

口縁部～

体部片

溝+刊 MZHN001 上層 深鉢 曾後 浅責橙色 白、乳白色、黒光、黒、

金色粒子
外:隆線一指なで一条線 月同音B片

溝1-2 MZl― N002 上 層 内耳土器 中世 にぶい橙色 白、乳白色、黒光、透明、
黒色粒子

外:口 縁部に指頭圧痕がみ
られる

口縁部片

溝2-司 MZ2-N004 上層 上師器(邦 ) 平 安 橙色 黒、自、乳白色粒子 内:ロ クロ成形・外:墨書あり 口縁部片

溝2-2 MZ2-N003 上 層 上師器(邦 ) 平安 にぶい黄橙色 乳白、白、黒、赤色粒子 ロクロ成形 口縁部片

拝奪2-3 MZ2-N006 下層
灰釉陶器
(小型壼)

平安
灰白色/灰オ

リーブ色
黒、白色粒子 内 :ロ クロ成形・外 :施釉 肩部片

溝3-1 MZ3-N003 上師器(甕 ) 平安 灰褐色～黒褐色 金、黒、白色粒子 外:横刷毛目一縦刷毛目 胴都片

溝牛1 MZ4-01 上層 内耳土器 中世 19
にぶい褐色/

にぶい橙色

乳白色、白、黒光、黒、
赤色粒子

内:横 なで 口縁部片

集+1 SHl― N037 深鉢 縄諸
にぶい橙色/

にぶい黄橙色
黒光、黒、自色粒子

外:条線―半竹内皮による

押引文―ボタン状の貼付文

口縁部直下に細い押引文

胴部片

集■2 SHl―N001 深鉢 曾前
にぶい黄橙色/

にぶい橙色
乳白、自、黒、赤色粒子 外 :1同 上部無文一隆線(刻み

あり)一胴下部条線文
胴部片

集2-1 SH2‐ 1 銭貨 江 戸 暗緑灰色 ‐寛永通宝 一部欠損

5住 -1 イ団体No2 羽金 平安末
にぶい黄橙～

橙～黒褐色
乳白色、白、黒、赤粒子、

径0 5cmレ キ

回縁部:内 外横なで、胴部i内 外
へらなで、底部にレキ付着

ほぼ完形

図 図番号
沢

ｏ

実

Ｎ

土
置

出
位

取上

番号
器種

長 さ

(mm)
幅

(mm)
厚 さ

(mm)
重量

(g)
石  材 備 考

30 溝3-1 21 MZ‐3 9 石鏃 16 13 4 05 黒曜石

30 浮専3-2 4 MZ-3 磨製石鏃 27 刊6 2 1.2 粘板岩 身部中央に穿子し 基吉[欠損
30 拝専3-3 MZ‐3 5 打製石斧 107 57 17 122.4 買岩 一部狽J面に摩滅痕あり

30 浮毒3‐4 15 MZ-3 8 凹 石 91 78 32 330.0 安山岩 表裏とも著 しいす り痕は残存せず
30 浮専3-5 18 MZ-3 6 磨 り石 91 82 27 2885 安山岩 表面1/2に磨 り痕あり

第10表  遺構出土石器観察表

第9表 遺構出土遺物観察表

第 11表  土器観察表 (1)
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図 番号 実 測 種 類 時期 重量 色調 (内 /外 ) 胎 土 調整(内・外) 残 存

1 早 -22 深鉢 縄早 22
にぶい黄褐色/

にぶい黄橙色
乳白色、透明、金色粒子 内:指頭圧痕―なで。外:山形文 月同吉[片

早-23 深鉢 縄早
にぶい黄褐色/

にぶい黄橙色
乳白色、透明、黒光、金色粒子 内 :横 なで・外 :山 形文 胴部片

31 3 早 -24 深 鉢 縄早
にぶい黄褐色/

にぶい黄橙色
乳白色、透明、黒光、金色粒子 内 :横なで ,外 :山 形文―なで 胴部片

3呵 4 早 -25 深 鉢 縄早 10 にぶい黄掲色 乳白色、透明、黒光、金色粒子、繊維 内 :な で・外 :山 形文―なで 月同音B片

31 早 -09 深鉢 縄早 12
にぶい褐色/

明褐色
赤色、乳白色、黒光粒子、繊維

困 :一部剥落
外 :押型文一指頭圧痕

月同吉隅片

6 早 -10 深鉢 縄早 6
にぶい赤褐色/

にぶい黄褐色
乳白色、黒光、透明粒子 内:横なで,外 :キ甲型文 胴部片

早-18 深鉢 縄早 10
にぶい黄橙色/

にぶい黄褐色
乳白色、黒光、透明、
赤色粒子、繊維(少 )

内:横なで。外 :押型文 口縁部片

8 早-08 深鉢 縄早 25 にぶい橙色/橙色 赤、乳白色、透明粒子 内:指頭圧痕・外 :押型文 月同吉日片

31 9 早 -45 深鉢 縄早
にぶい掲色/

にぶい黄褐色
金、黒光粒子 内 :横 なで。外 :押型文 胴部片



31 10 辱1-46 深鉢 縄 早 19 明褐色 乳自、透明粒子 内 :横 なで ,外 :押型文 月同部片

31 1 早-19 深 鉢 縄 早 6 明赤 褐 色 乳白、透明、赤色粒子 フト:TIF型又 胴部片

31 早-53 深鉢 縄早 6 にぶい黄橙色 透明、金、乳白色粒子
内:なで・外 :沈線
口唇部に山形突起

口縁部片

早-17 深鉢 縄早 5
にぶい黄橙色/

暗灰黄色
乳白、黒光、透明粒子 外 :沈線 口縁部片

早-16 深鉢 縄早 2 にぶい黄橙色 透明、黒色粒子
困 :な で・外 :況緑―指頭 l■涙
口唇部 に刻み

口縁部片

早 -44 深鉢 縄早 にぶい黄橙色 乳白色、黒光、赤色粒子、繊維
内
外

なで一指頭圧痕・

沈線―指頭圧痕
胴部片

16 早 -42 深鉢 縄 早 にぶい黄橙色 乳白色、黒、赤色粒子、繊維
内
外

なで一指頭圧痕・

沈線一指頭圧痕
胴部片

31 早 -14 深鉢 縄 早 17 明褐色/に ぶい
黄橙色

赤、乳白、透明粒子、繊維(多 )
内

外
条痕文―指頭圧痕・

沈線―なで
胴吉隅片

31 GNO-2 深鉢 縄早 12
にぶい黄橙色/

暗灰黄色
白、透明、黒光粒子、繊維 内:なで一指頭圧痕・外 :沈線 月同音B片

31 早-28 深鉢 縄早 31
にぶい黄褐色/

黄褐色
透明、金、黒光、乳白色粒子、繊維 内:指頭圧痕―なで'外 :な で一沈線 胴部片

20 早-41 深鉢 縄早
にぶい黄橙色/

灰黄色
乳白色、透明、黒色粒子 内 :なで '外 :沈線 胴部片

21 早 -43 深鉢 縄早 褐9にぶい責褐色 白、金、黒、乳白色粒子 内:条痕文・外 :条痕文一沈線一
刺突

月同吉日片

22 早 -07 深 鉢 縄 早 46 浅黄橙～橙色/

浅黄色
乳白急白色粒k繊維

内:条痕文一爪形文・外 :爪形
文一条痕文 口唇部に刻み

口縁部片

31 P3 IGNO-3 深鉢 縄早 23 暗灰黄色/

にぶい黄色
自、透明、黒光粒子、繊維 内:なで一指頭圧痕・外 :なで一

2条の結節沈線―指頭圧痕
月同吉F片

24 辱l-04 深鉢 縄早 7 黄橙色 白、乳白色、金、黒色粒子、繊維 内:なで一爪形文・外 :爪形文
口唇部に刻み

月同音B片

25 早 -36 深鉢 縄早 16 橙 色 透明、乳白色粒子、繊維
内:条痕文・外 :条痕文一爪形文
口唇部に刻み

口縁部片

26 早 -01 深鉢 縄早 にぶい黄橙色 白、黒色粒子、繊維 内:条痕文・外 :爪形文 月同音日片

3刊 早-05 深 鉢 縄早 13 にぶい黄橙色 白、乳白色、黒色粒子、繊維
内:貝殻による条痕文(横 )

外 :爪形文
胴部片

28 辱L_38 深鉢 縄早 8 橙色/にぶい橙色 乳白色、透明粒子、繊維
内:条痕文・

外 i貝殻条痕文一爪形文
月同音B片

29 辱1-47 深鉢 縄早 33
にぶい黄橙色/

にぶい黄色
乳白色、透明、金色、赤色粒子、
繊維

外 :条痕文一爪による斜め刺
突(爪形文)

月同吉F片

30 早-03 深鉢 縄早
黄灰色/にぶい
黄橙色

白、金色粒子、繊維
内
外

貝殻による条痕文(横 )

貝殻による条痕文(縦 )
月同音日片

31 31 耳l-06 深鉢 縄 早 24 にぶい黄橙色 乳白色、白、黒色粒子、繊維 内 :条痕文・外 :爪形文 胴部片

3司 GNO‐ 12 深鉢 縄早
にぶい黄橙色/に

ぶい黄橙～黄灰色
白、乳白色、金、黒色粒子 内:指頭圧痕・外 :結節沈線文

口縁部に刻み
口縁部片

31 早¬J 深鉢 縄早 呵0 暗灰黄色/黄褐色 乳白色、黒光粒子、繊維 外 :結節沈線(2条 1組 ) 月同音隅片

早 -55 深鉢 縄早 5 にぶい黄褐色 乳白色粒子
内 :なで・外 :条痕文一貝殻腹縁
による山形文(2段 )

月同吉卜片

35 早‐13 深鉢 縄早
にぶい黄橙色/

黄褐色
乳白色、黒光、透明、赤色粒子、
繊維

内
外

なで一指頭圧痕・

沈線―なで
胴部片

31 36 早-33 深鉢 縄早 23
にぶい黄橙色/

にぶい黄色
透明、自、乳白色、黒、赤色粒
子、繊維

内:な で一指頭圧痕・外:結節沈線
(3条 1組 Xタ テ)― なで

用同吉隅片

31 早-02 深鉢 縄早 16 浅黄栓色/橙色 白、乳白色、透明、黒光粒子、繊維
内:爪形文。外 :なで一爪形文
口唇部に刻み(2本 1単位)

口縁部片

38 早 -15 深 鉢 縄早 8
にぶい黄橙色/

にぶい黄褐色
透明、黒光、金色粒子、繊維 内:なで'外 :沈線 胴部片

39 早 -31 深 鉢 縄早 7 にぶい黄橙色 透明、乳自、黒光、赤色粒子、繊維
内:なで・外:3条の結節沈線―
指頭圧痕 口唇部に刻み

口縁部片

32 1 早 -27 深鉢 縄 早 24
にぶい黄褐色/

にぶい褐色
透明、金、乳白色粒子、繊維 内:条痕文一指頭圧痕・外:条痕文 月同部片

32 2 早 -39 深鉢 縄早 35 にぶい黄橙色 乳白色、透明粒子、繊維 内:条痕文―指頭圧痕・外 :条痕鼓 胴部片

32 早 -49 深鉢 縄早 13
にぶい黄橙色/

明黄掲色
透明、乳白色粒子 外 :条痕文 胴部片

32 早 -54 深鉢 縄早 6
にぶい赤褐色/

赤褐色
黒色粒子 内:指頭圧痕―なで・

外:条痕文 口唇部に条痕文
口縁部片

早 -40 深鉢 縄早 23 にぶい黄褐色 乳白色、透明粒子、繊維
内 :条痕文―指頭圧痕・

外 :条痕文
胴部片

6 早-12 深鉢 縄早 35
にぶい橙色/

にぶい黄橙色
乳白色、透明、黒光粒子、

内:横条線・外 :縦・横の条痕文
繊維(極めて多)

胴部片

第 12表  土器観察表 (2)
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IGNO-1 深鉢 縄早 褐色/に ぶい褐色 乳白色、黒光、透明粒子 内:丁寧なみがき。外 :条痕文 胴部片

早 -48 深鉢 縄早 14 浅黄色/橙色 乳自色、透明粒子、繊維 外 :条痕文 胴部片

GNO-13 深 鉢 縄早
にぶい褐色/赤

掲色
黒光、赤、乳白色粒子 内:条痕文―指頭圧痕・外:条痕文 月同吉B片

10 早 -57 深鉢 縄早 1,000 橙 色 黒光、赤色粒子 内:なで,外 :貝殻条痕文
口1/16、

月同3/16、

底0/16

32 早-58 深鉢 縄早 12
にぶい黄褐色/

にぶい黄色
乳白、黒、透明、赤色粒子、繊維 内:なで,外 :縄文 月同音B片

32 12 早-32 深鉢 縄早 8
にぶい黄色/

にぶい黄橙色
白、透明、黒光粒子 内:なで・外 :縄文 胴部片

32 13 早 -29 深 鉢 縄前
にぶい黄色/

にぶい黄橙色
乳白色、黒光、金、透明粒子、繊維

内:条痕文―なで。外 :撚糸文一
沈線―なで(口縁部下)

口縁部片

14 早-30 深鉢 縄早 9 にぶい褐色 乳白、金、黒光、透明粒子 内:な で'外 :縄文―条痕文一沈線 胴部片

32 15 早 -50 深 鉢 縄 早 14 にぶい黄橙色 乳白色、透明粒子 内 :な で・外 :指 なで 胴郡片

早 -34 深鉢 縄早 19
にぶい褐色/

にぶい黄橙色
乳自色、黒光、透明粒子 内:指頭圧痕。外 :沈線一

絡条体圧痕文一指頭圧痕
口縁部片

17 早-37 深鉢 縄早 25 灰黄褐色/明 赤
褐色

乳白色、黒色粒子、繊維 内 :指頭圧痕 月同音B片

18 早 -26 深鉢 縄早 40
にぶい黄色/

にぶい黄褐色
乳白色、透明、黒光、金色粒子、
繊維

内

外

ヘラなで一指頭圧痕。

条痕文一指頭圧痕
底部片

1 早 -61 深 鉢 縄早 41 明褐～灰褐色 黒光、自、赤、黒、乳白色粒子、
繊維(多 )

な で 口縁部片

早 -59 深鉢 縄早 13 にぶい黄褐色 金、黒光、乳 白色、黒色粒子 な で 口縁音Б片

33 早-35 深 鉢 縄 早 明褐色/橙色 自、黒光、金色粒子 な で 国縁部片

33 早 -5刊 深鉢 縄早
赤褐色/に ぶい
黄褐色

乳白色、黒光粒子、繊維 内:横なで。外 :わずかになで 口縁部片

38 5 早 -56 深鉢 縄早 3 灰黄褐色/に ぶ
い黄橙色

乳白色、透明粒子 な で 口縁部片

33 早-63 深 鉢 縄早 にぶい橙～灰褐色 赤、白、黒色粒子、繊維 (多 ) な で 胴部片

33 早 -20 深 鉢 縄早 20 にぶい黄橙色 乳白色、透明、黒光粒子、繊維 なで一指頭圧痕 胴部片

早 -60 深鉢 縄早 9 灰黄褐色/に ぶ
い黄褐色

金、乳白色、黒光粒子 な で 胴部片

早-62 深鉢 縄早 86 橙～にぶい橙色 乳白色、白、黒色粒子、繊維 な で 胴部片

33 10 早-64 深鉢 縄早 33 にぶい橙色 乳白色、白、赤、黒色粒子、繊維 な で 胴部片

早 -52 深鉢 縄早 13
にぶい黄褐色/

明褐色
黒、乳白色粒子 な で 胴部片

12 早 -65 深鉢 縄 早 39 にぶい費橙働橙色 白、黒光粒子、繊維(多 ) な で 胴部片

13 早 -66 深 鉢 縄 早 88 rDK角 /務 ～務 F骨 乳白、白、黒色粒子、繊維 な で 月同吉日片

14 早 -21 深鉢 縄早 にぶい黄橙色 透明、黒光、乳自色粒子、繊維(多 ) なで一指頭圧痕 月同吉F片

IGNO‐ 11 深鉢 縄早 27
にぶい黄色/

にぶい黄褐色
乳自、白、黒光、透明、金色粒子、
繊維

なで一指頭圧痕 胴部片

34 1 諸 -26 深鉢 縄諸 18 明赤褐色
一部にぶい黄褐色

乳白色、自、金、黒色粒子 外 :沈線 波状口縁 口縁部片

34 諸 -27 深鉢 縄諸 6 明赤褐色 乳白色、黒、赤色粒子 外 :口 縁部連続刺突文―沈線
波状口縁

口縁部片

34 諸 -29 深鉢 縄諸 4 にぶい橙色 乳白色、白、黒色粒子 外 :口 縁部連続刺突文一沈線 口縁部片

34 4 諸-30 深鉢 縄諸 7 橙色/に ぶい黄権
～黒褐色

黒、自色粒子 外 :沈線―ボタン状の貼付文 口縁部片

34 5 諸 -03 深鉢 縄諸 5
にぶい橙～
にぶい褐色

黒、赤、自、透明、乳白色粒子 外 :矢羽根状の沈線文―ボタン歩
貼付文 口縁部に浅い連続刺突政

口縁部片

34 諸-01 深鉢 縄諸
にぶい橙色/

にぶい黄橙色
黒、黒光、自、赤色粒子 外 :沈線―結節浮線文 口縁部片

諸-02 深鉢 縄諸 17
にぶい黄橙～

黒掲色
白、透明、乳白色、黒光、黒、赤色粒子 外 :横方向の沈線文一結節浮線女

口縁部に連続刺突文
口縁部片

8 諸-28 深 鉢 縄諸 11
明褐色/明 褐～
にぶい黄褐色

乳白色、黒、金、白色粒子 外 :口 縁部連続束1突文―沈線―
結節浮線文 波状口縁

口縁部片

34 9 諸 -24 深 鉢 縄諸 10 明赤褐色 赤、黒、自、黒光粒子 外 :沈線 胴部片

34 10 諸-19 深鉢 縄諸 18 橙色/に ぶい橙色 白、乳白色、黒、赤色粒子 外 :沈線 胴部片

34 諸-12 深鉢 縄諸 14
にぶい黄橙色/

黒褐色
白、乳白色、透明、黒色粒子 外 :沈線 月同音隅片

諸-17 深鉢 縄諸 8 にぶい橙色/橙色 白、乳自色、透明、黒色粒子 外:沈線 月同吉隅片

34 話引0 深 鉢 縄 話 明赤褐色 乳自色、自、黒光、黒色粒子 外 :沈線 月同吉1片

14 GNO‐32 深鉢 縄諸 19 褐色/に ぶい黄褐荏乳白色、透明、黒光粒子 内:な で'外 :沈線(横方向矢羽根状) 月同音B片

諸 -22 深 鉢 縄諸 14
にぶい橙色/橙～

褐灰色
赤、乳白色、白、黒色粒子 外 :沈線 月同音B片

第 13表 土器観察表 (3)
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34 16 諸-05 深鉢 縄諸
にぶい赤褐色/

にぶい褐色
乳白、白、黒光、黒色粒子 外 :沈線 胴部片

34 耳7 IGNO‐ 53 深鉢 縄諸 48 掲色 乳白色、透明、黒光粒子 内:な で・外 :沈線(横方向失羽根状) 胴部片

18 IGNO-29 深 鉢 縄 話 にぶ い貢 褐 色 乳白、透明、黒光、赤色粒子 内 :な で。外 :沈線 胴部片

34 19 諸-31 深鉢 縄諸
にぶい黄橙色/

橙～褐灰色
白、黒色粒子 外:沈線 胴部片

34 20 諸-33 深鉢 縄諸
褐～にぶい黄掲
色/褐色

金、乳白色粒子 外:沈線 胴部片

34 21 諄:-35 深鉢 縄諸 4 にぶい黄橙色 白、乳白、黒色粒子 外:沈線 月同音B片

34 22 諸-16 深鉢 縄諸 にぶい赤褐色/褐色 金、黒、乳白色粒子 外:矢羽根状の沈線文―ボタン状
の貼付文

月同吉隅片

34 23 諸-18 深鉢 縄諸 赤褐色 白、乳自、透明、黒色粒子 外 :矢羽根状の沈線文―ボタン状
の貼付文

月同部片

34 24 諸-11 深鉢 縄諸 12 にぶい黄橙色 乳白、自、黒、赤、黒光粒子 外:矢羽根状の沈線―ボタン状貼付文 月同音B片

34 25 諸-09 深鉢 縄諸 22 にぶい褐色/褐色 当、赤、黒、黒光粒子 外:矢羽根状の沈線文―ボタン状貼付文 胴部片

26 諸-34 深鉢 縄諸 18 明褐～にぶい
褐色/黒褐色

白、黒、黒光、赤粒子 外 :沈線―ボタン状の貼付文 月同音隅片

27 認争-32 深鉢 縄 諸 20 明赤褐色/赤褐色 白、乳白、黒光、黒色粒子 外 :沈線―ボタン状の貼付文 胴部片

34 28 説筆-08 深鉢 縄 諸 橙色/に ぶい黄褐色 コ、黒、黒光粒子 外 :沈線―ボタン状貼付文 胴部片

34 29 諸 -04 深鉢 縄 諸 15
にぶい赤褐色/

にぶい橙色
赤、白、黒光、黒色粒子 外:沈線一結節浮線文―ボタン状貼付文 胴部片

34 諸 -06 深鉢 縄諸
にぶい橙色/にぶ
い黄褐色

乳白、白、黒光、黒色粒子 外 :沈線―結節浮線文 月同吉F片

34 31 諸-07 深鉢 縄諸 橙色/に ぶい橙色 乳白、透明、白、黒光、黒色粒子 外:沈線一結節浮線文―ボタン状貼付文 月同音B片

34 32 諸-15 深鉢 縄諸 8 にぶい黄褐色 赤、黒、黒光、自、透明粒子 外 :沈線―結節浮線文 胴部片

33 諸-20 深鉢 縄諸 にぶい黄橙色 乳白、白、黒色粒子 外 :沈線一結節浮線文 胴部片

34 諸-21 深 鉢 縄 諸 9 明赤褐色 乳白、白、黒光、黒色粒子 外 :沈線―浮線文―ボタン状の貼付文 胴部片

35 諸 -36 深 鉢 縄 諸 5 にぶい褐色/褐色 黒光、黒、白、赤色粒子 外 :結節浮線文 月同吉Б片

34 諸-23 深 鉢 縄 諸 にぶい黄橙色 黒光、黒、赤、白色粒子 外 :沈線―結節浮線文 月同音B片

34 諸 -14 深 鉢 縄諸
にぶい褐色/明赤
掲～褐灰色

コ、赤、黒、黒光粒子 外 :渦巻状の結節浮線文 月同音[片

諸 -37 深鉢 縄諸 20 にぶい橙色/橙色 当、赤、黒、黒光粒子 外 :沈線―ボタン状の貼付文 底部片

39 諸-39 深鉢 縄諸
にぶい黄橙色/

にぶい褐色
コ色、乳白、赤色粒子 外 :横なで 底部片

34 40 IGNO‐ 48 深鉢 縄諸 にぶい黄褐色/褐色 7し 白、透明、黒光粒子 内 :な で。外 :な で 底部 に網代痕 底部片

41 諸 -25 深鉢 縄 諸 18 にぶい橙色/橙色 当、乳白、赤、黒色粒子 外 :沈線 底部片

34 42 諸 -38 深 鉢 縄 諸 にぶい黄橙色 当、黒、乳白色粒子 外 :横なで一沈線 底部片

34 43 諸 -40 深 鉢 縄諸
にぶい黄橙色/

にぶい橙色
コ、平し白、赤、黒光粒子 外 :横なで一沈線 底部片

44 諸-13 深鉢 縄諸
にぶい橙色/にぶ
い黄橙色

コ、乳白、黒色粒子 外 :沈線 胴部片

1 縄不-02 深鉢 早～中々 5
にぶい黄橙色/

灰黄褐色
7し 白、黒、白、金色粒子 外 :格子状の沈線 用同音隅片

35 2 縄不-01 深 鉢 勝後 ? にぶい黄橙色 7し 白、金、赤、黒、白色粒子
外 :子甲引きによる沈線一竹管外皮

による沈線
口縁部片

3 縄不-03 深鉢 勝後 ?
にぶい褐色/にぶ

い褐色～褐灰色
黒光、乳白、赤色粒子

外 :口 唇部に刻み、付けてあつた

飾りが剥がれたような痕あり

口縁部片

(1巴弓三?)
曾 -03 深鉢 曾前 50 浅黄橙9にぶい橙色 黒、白、黒光、赤色粒子 外 :隆線一半竹内皮による条線 胴部片

曾-04 深鉢 曾前 24 明褐色～にぶい褐色 白、黒色粒子 外 :条線 胴部片

窪Ⅲ-05 深鉢 曾前 35 褐色 赤、黒、白、黒光粒子 外 :縄文一粘土紐による隆線 月同吉隅片

7 曾 -06 深鉢 曾後 にぶい褐色～褐灰色 赤、白、黒、金色粒子 外 :細 かい条線 月同音隅片

35 曾 -02 深鉢 曾後 29

にぶい黄橙色/

にぶい黄橙色、
一部灰黄褐色

白、乳白、黒、金色粒子 外ツ のヽ字状の沈線 口縁部片

曾-01 深鉢 曾 後 16
橙色/橙色、一部

灰黄褐色
当、乳白、赤色粒子 外 :口 縁部は竹管外皮による沈線 月同吉Б片

35 10 GNO-52 深鉢 曾終 ? 35 にぶい褐色 7し 白、自、透明、金、赤色粒子
内:な で'外 :細 い斜行沈線(2cm)、

波状口縁
口縁部片

35 イ灸-05 深 鉢 縄 後 にぶい黄褐色 rL白 、透明、黒光粒子 外:縄文―半竹内皮による沈線 桐部 片

後 -06 深鉢 縄後 にぶい黄褐働褐色 7し 白、透明、黒光粒子 外 :半竹内皮による沈線―なで 胴部片

後-03 深鉢 縄 後 暗灰黄色/黄褐色 7し 白、透明、黒光、金色粒子
内:指頭圧痕―なで,外 :縄文―半竹内

皮による沈線―指頭圧痕―なで
胴部片

35 可4 イ変-04 深鉢 縄後 19 責褐色/に ぶい黄色 7し 白、透明、黒光粒子
内 :な で・外 :縄文―半竹内皮によ

る沈線―なで
月同吉Б片

35 後―ol 深 鉢 縄 後 にぶい黄褐色 乳白、透明、黒光粒子 内 :な で一指頭圧痕 '外 :隆線―なで 口縁部片

35 後 -02 深鉢 縄後 にぶい褐留灰責褐色 乳白色、黒光粒子 外 :半竹内皮による沈線―なで 口縁部片
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17 縄不-04 ■18?
文
明

縄
不

」 にぶい赤褐色 乳白、透明、黒色粒子 内:指頭で押したような痕がみられる 土偶の手
片 ?

18
製
盤

土
円

不 明 36 灰 色 乳白、黒光、金色粒子 側面を割って成形、外側より穿孔
(貫通せず)、 瓦製

1 古―o2 上師器
(甕 )

古墳 16.3 橙～にぶい橙色 白、黒、赤色粒子 内:横方向の丁寧なみがき・

外 :ヘ ラなで一みがき
口縁部片

36 2 古 -01 上師器
(壼 )

古 墳 30
にぶい橙色、
一部橙色

赤、黒、自色粒子
内
外

横方向の丁寧なみがき,

ヘラなで一みがき
胴部片

36 3 弥 -01 甕 弥 生 54 明赤褐色/褐色 乳白、自、赤、黒光、黒色粒子 内:横なで・外 :横方向の条痕文 月同吉隅片

4 平-11 土師器
(杯 )

平 安 5 橙色 赤、黒、白色粒子 ロクロ成形 口縁部片

5 平-08 土師器
(杯 )

平安 8 橙 色 白、乳白、黒、赤色粒子 ロクロ成形 口縁部片

36 6 平引0 上師器
(杯 )

平安 浅黄褐色、一部黒変 白、乳自、黒、赤色粒子 ロクロ成形 口縁部片

36 7 平-07 土師器
(杯 )

平安

にぶい橙色、一部

黒刻 にぶい橙～

明赤褐色、一部黒変

黒、赤色粒子 ロクロ成形 口縁部片

36 8 平‐06 土師器
(杯 )

平 安 4 黒色/に ぶい黄橙
～褐灰色

黒、白、赤色粒子 ロクロ成形、内黒上器 口縁部片

86 9 平-09 土師鋒
(杯 )

平安
黒色/に ぶい黄栓
～黒色

黒、自色粒子 ロクロ成形、内黒土器 口縁部片

10 平-13 土師器
(甕 )

平安 37
にぶい橙色/に 心ミ
い黄橙色

白、乳白、黒色粒子 木葉痕(底部) 底部片

36 平 -12 須恵絲
(甕 )

平安 灰黄褐色/褐灰色 白、黒光、赤色粒子 ロクロ成形、回転糸切痕(底部) 底部片

36 12 平 -02 土師器
(甕 )

平 安 15 灰褐色/に ぶい褐
色

乳白、自、黒光、黒色粒子

内:横刷毛日、みこみ部に指頭圧痕

外 :縦刷毛目、

胴下部削り?、 木葉痕(底部)

底部片

13 平 -14 土師器

(甕 )

平安 35
にぶい赤褐色/

赤褐色
乳白、白、黒、黒光、金、赤色粒子

胴部は横刷毛目、みこみ部外周に

指頭圧痕 ?、 木葉痕(底部)
底部片

平-03 土師器
(皿 )

平安 6
にぶい橙色/橙

にぶい橙色
赤、黒、自色粒子

内 :ロ クロ成形・外 :回転へら削り

(底部 )
底部片

平 -04 土師器

(甕 )

平安 5
明赤褐色/に ぶい

赤褐色
乳白、黒色粒子

内:横刷毛目・外 :縦刷毛目、木葉
痕(底部)

底部片

16 平-01 須恵器

(甕 )

平安
褐灰色肢 灰～

褐灰色
白、黒色粒子 外 :頸部に櫛描波状文 頸部片

17 平-05 褒 思 希

(蓋 )

平安 3
にぶい黄橙～灰

黄褐色
白、黒色粒子 内 :ロ クロなで・外 :ロ クロ削り 体部片

36 中‐01
耳

繋

内

十
中世 39 暗灰黄色/黄褐色 乳白、透明、黒光、赤色粒子 外 :横なで一指頭圧痕 底部片

36 19 IGNO-44 灰釉陶

器(外 )

不 明 灰自色
ロクロ成形、全面施釉(底部は一

部施釉)

底部片

36 20 中‐02
内 耳

土 器
中世 6 褐色 黒光、金、乳白、透明粒子 な で 口縁部片

第15表  土器観察表 (5)

図 番号 実 測
土
置

出
位

番号 器  種
長さ
(mm)

幅
(mm)

厚さ
(mm) 襲

③
石  材 考備

37

37

37

37

37

37

37

37

37

37

37

37

37

37

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1司

12

13

14

25

30

20

26

29

27

28

31

5

1

23

3

19

34

‐Ｇ

‐Ｇ

‐Ｇ

霊

瓶

‐Ｇ

躯

‐Ｇ

‐Ｇ

躯

‐Ｇ

‐Ｇ

‐Ｇ

醒

４

括

３

括

括

括

括

括

括

括

０

括

括

括

７

　

一
　

４

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１

　

一
　

一
　

一

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

掻器

掻器

掻器

石鏃未成品

石匙

石錐

22

22

19

17

11

20

16

13

26

36

34

27

62

30

９

９

５

４

２

８

４

６

５

５

１

２

８

８

4

3

3

3

3

2

6

5

6

5

5

8

15

6

i3

08
11

06
04
0.5

0.8

09
81

47
4,0

5,3

613
2.1

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

珪質買岩

黒曜石

黒曜石

硬質頁岩

頁岩

黒曜石

硬質買岩

砂岩

黒曜石

先端部欠損

先端・片脚部欠損

片脚部欠損

極小石鏃

周辺加工

片脚部欠損

横長 つまみなし

機能部のみ加工

部分加工 断面菱形

第 16表 石器観察表 (1)
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2 G ―括 石鏃未成品 30 32 15 チャー ト

37 36 G ―括 加工痕あり剥片 30 18 12 黒曜石 基部欠損

37 35 G ―括 石 錐 19 3 0.8 黒曜石 周辺加工  断面三角形

37 32 G ―括 石鏃未成品 18 03 黒曜石 周辺加工

19 33 G ―括 石鏃未成品 i6 珪質頁岩

37 3区 ―括 使用痕あり剥片 19 12 39

IG 63 加工痕あり剥片 90 9 530 頁岩

37 22 8 IG 26 加工痕あり剥片 55 118 660 頁岩

6 3区 表採 打製石斧 97 43 司8 885 安山岩 一部側面に摩滅痕あり

37 24 9 IG 58 打 斧 82 630 凝灰岩 端部欠損

37 25 10 IG 4 打 斧 87 22 940 頁岩 一部側面に摩滅痕あり

37 16 2区 ―括 磨り石 114 97 50 7860 安山岩 側面すり痕なし。
裏磨り面は表磨り面より狭い

37 IG 75 磨り石 100 45 5990 安山岩 右手で持ちやすい。(自 然の形状)

1 12 IG 65 礫器 90 105 45 4440 頁岩

38 13 1区 ―括 礫器 95 104 40 407.0 安山岩

38 3 1区 ―括 礫 器 110 35 235,8 買岩 使用痕有り

38 4 IG 60 礫器 139 99 52 644.0 砂岩

38 5 22 IG ―括 礫 器 78 43 676 黒曜石

第17表  石器観察表 (2)
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5号住居跡出土羽金

A鳥 拳a

れ 綾

調査区全体図

縄文時代早期の上器
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